
「
黄
檗
度
母
話
」
の
形
成
と
受
容

小

川

太

龍

は
じ
め
に

本
稿
は
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
構
成
と
形
成
目
的
、
そ
し
て
中
国
・
日
本
に
お
け
る
成
立
過
程
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
も

の
で
あ
る（

１
）。

「
黄
檗
度
母
話
」
と
は
、
臨
済
宗
宗
祖
・
臨
済
義
玄
（
？
―
八
六
六
／
八
六
七
）
の
師
、
黄
檗
希
運
（
？
―
八
五
〇
頃
）
と
、
そ
の
母
の
伝

説
的
な
機
縁
話
で
あ
り
、
そ
の
基
本
構
図
は
「
黄
檗
の
訪
問
」「
母
の
失
命
」「
黄
檗
の
秉
炬
法
語
」「
母
の
生
天
」
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
稿
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
と
い
う
呼
称
は
、
即
非
如
一
（
一
六
一
六
―
一
六
七
一
）
の
画
賛
題
で
あ
る
「
黄
檗
和
尚
度
母
図
」

に
よ
り
、
そ
の
内
容
に
照
ら
し
て
仮
に
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
以
下
に
、
管
見
の
限
り
こ
の
話
の
初
出
と
目
さ
れ
る
『
韻
府
群
玉
』（
一
三
〇
七
年
成
書
）
所
収
の
「
黄
檗
度
母
話
」
を
挙
げ
る（

２
）。

黄
檗
運
禅
師
得
道
之
後
、
忽
思
省
侍
父
母
。
一
婆
子
出
問
、「
何
処
。」
曰
、「
江
西
」
婆
曰
、「
我
家
亦
有
一
子
、
在
江
西
多
年
不
帰
。」

因
借
宿
婆
親
為
洗
足
。
運
足
心
一
誌
甚
大（

３
）。

婆
失
記
是
其
子
。
次
日
、
運
辞
去
、
於
三
里
外
説
与
郷
人
云
、「
吾
母
不
識
山
僧
、
但

母
子
一
見
足
矣
。」
郷
人
報
知
其
母
。
母
趕
至
福
清
渡
、
運
已
登
舟
。
母
一
跌
而
終
。
運
不
回
、
但
於
隔
岸
秉
炬
法
語
云
、「『
一
子
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出
家
、
九
族
登
天
。』
若
不
生
天
、
諸
仏
妄
言
。」
擲
炬
、
火
然
。
両
岸
人
皆
見
其
母
於
火
焔
中
転
為
男
子
身
、
乗
大
光
明
、
上
生
夜

摩
天
宮
。
後
官
司
改
福
清
渡
為
大
義
渡
。

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
（
一
三
五
六
年
・
至
正
一
六
）
本　

新
増
説
文
『
韻
府
群
玉
』
巻
一
三
、
第
七
冊
、
二
七
丁
裏
、「
四
寘
・
痣 

・
足
心
誌
」）

黄
檗
運
禅
師
得
道
の
後
、
忽に

わ
かに

父
母
に
省
侍
す
る
こ
と
を
思
う
。
一
婆
子
出
で
て
問
う
、「
何い

ず
く処

ぞ
」
と
。
曰
わ
く
、「
江
西
」
と
。

婆
曰
わ
く
、「
我
が
家
に
亦
た
一
子
有
り
、
江
西
に
在
る
こ
と
多
年
に
し
て
帰
ら
ず
」
と
。
因
り
て
宿
を
借
り
婆
親
し
く
為
に
足
を

洗
う
。
運
の
足
心
に
一
誌
の
甚
だ
大
な
り
。
婆
是
れ
其
の
子
な
る
を
失
記
す
。
次
の
日
、
運
辞
去
し
、
三
里
外
に
於
い
て
郷
人
に
説

与
し
て
云
わ
く
、「
吾
が
母
、
山
僧
を
識
ら
ず
、
但
だ
母
子
一
見
し
て
足
り
ぬ
」
と
。
郷
人
其
の
母
に
報
知
す
。
母
趕お

い
て
福
清
渡

に
至
る
も
、
運
已
に
舟
に
登
る
。
母
一
跌
し
て
終
わ
る
。
運
回
ら
ず
、
但
だ
隔
岸
に
於
い
て
秉
炬
法
語
に
云
わ
く
、「『
一
子
出
家
す

れ
ば
、
九
族
天
に
登
る
』
と
。
若も

し
生
天
せ
ざ
れ
ば
、
諸
仏
妄
言
す
」
と
。
炬
を
擲
ち
、
火
然も

ゆ
。
両
岸
の
人
皆
な
其
の
母
、
火
焔

中
に
於
い
て
転
じ
て
男
子
の
身
と
為
り
、
大
光
明
に
乗
り
、
夜
摩
天
宮
に
上
生
す
る
を
見
る
。
後
に
官
司
、
福
清
渡
を
改
め
て
大
義

渡
と
為
す
。

「
足
心
誌
（
＝
足
の
中
心
の
ほ
く
ろ
）」
の
項
に
言
う

―
黄
檗
希
運
禅
師
は
得
法
の
後
、ふ
と
父
母
に
孝
養
を
尽
く
そ
う
と
思
い
た
っ
た
。

〔
そ
し
て
、
母
を
訪
ね
る
と
、〕
一
人
の
老
婆
が
出
て
問
う
た
、「
ど
こ
か
ら
来
な
さ
っ
た
」。
黄
檗
は
答
え
た
、「
江
西
か
ら
で
す
」。
そ
う

す
る
と
老
婆
は
、「
私
に
も
子
が
一
人
お
り
ま
す
が
、
江
西
に
行
っ
た
き
り
帰
っ
て
こ
な
い
の
で
す
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
黄
檗
は
一
夜

の
宿
を
借
り
、
老
婆
は
自
ら
黄
檗
の
足
を
洗
っ
た
。
黄
檗
の
足
の
裏
の
中
心
に
は
一
つ
の
大
き
な
黒ほ

く
ろ子

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
老
婆
は
そ

れ
が
我
が
子
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
。
次
の
日
、
黄
檗
は
出
立
し
、
三
里
行
っ
た
と
こ
ろ
で
村
人
に
語
っ
た
、「
我
が
母
は
私

の
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
、
し
か
し
母
に
一
目
会
え
て
満
足
だ
」
と
。
村
人
は
こ
の
話
を
黄
檗
の
母
に
知
ら
せ
た
。
母
は
追
い
か
け
福
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清
の
渡
に
着
い
た
が
、
黄
檗
は
す
で
に
舟
に
乗
っ
て
い
た
。〔
そ
れ
を
追
っ
て
〕
母
は
過
っ
て
河
に
落
ち
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
黄
檗
は
引

き
返
す
こ
と
な
く
、
向
こ
う
岸
か
ら
た
い
ま
つ
を
手
向
け
法
語
を
唱
え
て
言
っ
た
、「『
一
人
出
家
す
れ
ば
、
九
族
が
天
に
生
じ
る
』
と
言

う
。
も
し
天
に
生
じ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
諸
仏
は
虚
言
を
弄
し
た
こ
と
に
な
る
」
と
。
そ
し
て
、
た
い
ま
つ
を
投
げ
る
と
炎
が
上
が
っ
た
。

両
岸
の
人
々
は
、
黄
檗
の
母
が
火
炎
の
中
で
男
子
の
身
と
な
り
、
光
に
乗
り
夜
摩
天
（
＝
六
欲
天
の
第
三
）
の
宮
殿
に
昇
っ
て
い
く
の
を
見

た
。
こ
の
話
に
よ
り
、
官
吏
が
福
清
渡
を
大
義
渡
と
改
め
た
と
い
う
。

こ
の
話
は
、
現
代
の
日
本
臨
済
・
黄
檗
両
宗
に
お
い
て
葬
儀
に
お
け
る
引
導
法
語

―
死
に
臨
ん
で
開
悟
へ
導
く
語

―
と
秉
炬
の
由

来
と
し
て（

５
）、

葬
祭
の
場
で
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
こ
で
は
、
母
の
目
が
不
自
由
で
あ
っ
た
と
も
、
黄
檗
の
足
に
あ
っ
た
の
は
瘤こ

ぶ

で
あ
っ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
る（

６
）。

こ
の
よ
う
に
伝
承
の
変
化
は
あ
る
も
、
現
代
の
日
本
で
は
広
く
知
ら
れ
る
話
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
こ
の
話
が
直
接
、

禅
籍
に
採
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

７
）。

つ
ま
り
こ
の
話
に
は
、
伝
承
の
変
化
と
、
禅
籍
に
お
い
て
扱
わ
れ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
禅
門
を
中
心
に
広
く
知
ら
れ
る
、
と
い
う
不
可

解
な
点
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
話
に
対
す
る
先
行
研
究
は
、
わ
ず
か
に
永
井
政
之
［
二
〇
〇
二
］
や
邢
東
風
［
二
〇
一
七
］

に
お
い
て
部
分
的
に
言
及
さ
れ
る
程
度
で
あ
り
、
分
析
の
余
地
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
以
下
の
三
点
か
ら
「
黄
檗

度
母
話
」
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
。

一
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
構
造

二
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
形
成
意
図

三
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
中
国
・
日
本
に
お
け
る
成
立
と
受
容
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以
上
の
分
析
に
よ
り
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
れ
は
、
現
在
の
日
本
臨
済
・
黄
檗
両
宗
が
葬

儀
を
行
う
際
の
引
導
の
意
義
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
作
業
に
な
る
と
考
え
る
。

一
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
構
造

次
の
三
つ
の
語
句
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
黄
檗
度
母
話
」
に
お
い
て
、
構
造
上
も
後
代
の
受
容
に
お
い
て
も

重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
足
心
の
黒
子

（
二
）
一
子
出
家
、
九
族
生
天

（
三
）
大
義
渡

（
一
）
は
『
韻
府
群
玉
』
に
「
足
心
一
誌
」
と
記
さ
れ
る
「
足
下
（
＝
足
の
裏
）
の
中
心
の
黒ほ

く
ろ子

」
の
こ
と
で
あ
り
、（
二
）
は
『
韻
府

群
玉
』
の
、「
一
子
出
家
、
九
族
登
天
」
と
同
意
で
あ
る
。
以
上
の
三
つ
の
語
句
の
由
来
と
意
味
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
話
の
構
造

と
性
質
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

一
―
一
、
足
心
の
黒
子

こ
こ
で
は
、「
黄
檗
度
母
話
」
に
お
け
る
足
下
の
黒ほ

く
ろ子

の
意
味
に
つ
い
て
の
分
析
を
通
し
て
、
母
の
目
が
不
自
由
で
あ
り
、
黄
檗
の
足

に
あ
っ
た
の
は
瘤こ

ぶ

で
あ
っ
た
と
い
う
、
二
つ
の
異
な
る
伝
承
が
生
じ
た
経
緯
を
考
察
す
る
。

そ
も
そ
も
、
足
下
の
黒
子
は
仏
典
に
お
い
て
瑞
相
と
す
る
例
が
見
え
る
。『
大
方
等
大
集
経
』（
以
下
、『
大
集
経
』）
に
お
い
て
、
光
味

仙
人
が
釈
迦
に
二
十
八
宿
星
の
う
ち
女
星
と
虚
星
を
説
く
中
で
、
足
下
の
黒
子
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
光
味
仙
人
の
説
に
つ
い
て
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釈
迦
は
否
定
し
、
ま
た
、
虚
星
に
つ
い
て
は
一
部
、
吉
祥
と
は
言
え
な
い
記
述
も
見
え
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
両
星
の
性
質
と
し
て

名
声
や
増
長
、
福
徳
富
貴
と
い
っ
た
瑞
相
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
特
徴
と
し
て
足
下
に
黒
子
を
持
つ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、『
大
集
経
』
が
編
ま
れ
た
当
時
、
足
下
の
黒
子
は
富
貴
を
示
す
と
い
う
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る（

８
）。

ま
た
、
同
様
の
説
は
中
国
の

仏
教
典
籍
に
も
見
え
る
。『
続
高
僧
伝
』
に
釈
法
嚮
（
唐
僧
・
生
没
年
未
詳
）
の
足
の
裏
に
ハ
ッ
キ
リ
と
し
た
黒
子
が
あ
り
、
人
相
見
が
「
成

長
す
れ
ば
将
軍
と
な
り
、
高
名
を
天
下
に
と
ど
ろ
か
す
で
し
ょ
う
」
と
述
べ
た
と
い
う
箇
所
が
あ
る（

９
）。

以
上
の
『
大
集
経
』『
続
高
僧
伝
』
の
説
は
占
術
者
の
発
言
だ
が
、
仏
教
文
献
に
足
下
の
黒
子
が
瑞
相
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
確

か
で
あ
る
。
そ
し
て
、こ
の
よ
う
な
記
載
は
一
般
文
献
に
も
見
え
る
。
宋
代
の
随
想
集
で
あ
る
『
能
改
斎
漫
録
』
に
は
、「
足
下
黒
子
大
貴
」

と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ（

（1
（

、
唐
代
の
安
史
の
乱
の
首
謀
者
で
あ
っ
た
安
禄
山
（
七
〇
五
―
七
五
七
）
に
も
瑞
相
と
し
て
そ
れ
が
あ
っ
た
と
い

う
伝
説
が
編
ま
れ
て
い
る（

（1
（

。

こ
の
よ
う
に
、
足
下
の
黒
子
は
瑞
相
と
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
特
別
な
意
味
が
託
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

以
下
の
話
で
は
、
足
下
の
黒
子
が
、
生
き
別
れ
た
夫
婦
が
相
互
を
認
識
す
る
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

初
、
昌
為
州
書
佐
、
其
婦
帰
寧
於
家
、
遇
賊
被
獲
、
遂
流
転
入
蜀
為
人
妻
。
其
子
犯
事
、
乃
詣
昌
自
訟
。
昌
疑
母
不
類
蜀
人
、
因
問

所
由
。
対
曰
、「
妾
本
会
稽
余
姚
戴
次
公
女
、
州
書
佐
黄
昌
妻
也
。
妾
嘗
帰
家
、
為
賊
所
略
、
遂
至
於
此
。」
昌
驚
、
呼
前
謂
曰
、「
何

以
識
黄
昌
邪
。」
対
曰
、「
昌
左
足
心
有
黒
子
、
常
自
言
『
当
為
二
千
石
』。」
昌
乃
出
足
示
之
。
因
相
持
悲
泣
、
還
為
夫
婦
。

（『
後
漢
書
』
巻
七
七
、
酷
吏
列
伝
第
六
七
、
黄
昌
伝
・
中
華
書
局
本
、
第
九
冊
、
二
四
九
七
頁
）

初
め
、〔
黄
〕
昌
、
州
の
書
佐
為
り
し
に
、
其
の
婦
、
家
に
帰
寧
す
る
に
、
賊
に
遇
い
て
獲
ら
れ
、
遂か

く

て
流
転
し
て
、
蜀
に
入
り
人

の
妻
と
為
る
。
其
の
子
、
事
を
犯
し
、
乃
ち
昌
に
詣
で
て
自
訟
す
。
昌
、
母
の
蜀
人
に
類
せ
ざ
る
こ
と
を
疑
い
、
因
っ
て
所
由
を
問
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う
。
対こ

た

え
て
曰
わ
く
、「
妾
、
本
と
会
稽
余
姚
の
戴
次
公
が
女む

す
めに

し
て
、
州
の
書
佐
、
黄
昌
が
妻
な
り
。
妾
、
嘗
て
家
に
帰
る
に
、

賊
の
略
す
る
所
と
為
り
、
遂か

く

て
此
に
至
る
」
と
。
昌
、
驚
き
て
前
に
呼
び
て
謂
い
て
曰
わ
く
、「
何
を
以
て
黄
昌
と
識
る
邪や

」
と
。

対こ
た

え
て
曰
わ
く
、「
昌
の
左
の
足
心
に
黒
子
有
り
、
常
に
自
か
ら
言
う
『
当
に
二
千
石
為
り
』
と
」
と
。
昌
、
乃
ち
足
を
出
し
之
に

示
す
。
因
っ
て
相
持
、
悲
泣
し
て
、
還
っ
て
夫
婦
と
為
る
。

黄
昌
伝
に
言
う

―
黄
昌
が
州
の
書
佐
を
務
め
て
い
た
頃
、
そ
の
妻
が
里
帰
り
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
賊
に
囚
わ
れ
、
放
浪
の
末
、

蜀
に
行
き
着
き
あ
る
人
の
妻
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
子
が
罪
を
犯
し
、
黄
昌
の
と
こ
ろ
へ
自
首
を
し
た
。
黄
昌
は
、
そ
の
母
が
蜀

の
人
で
は
な
い
と
疑
い
、
そ
の
来
歴
を
問
う
た
。
そ
の
母
は
答
え
て
言
っ
た
、「
私
は
、
も
と
も
と
会
稽
余
姚
の
戴
次
公
の
娘
で
、
州
の

書
佐
で
あ
っ
た
、
黄
昌
の
妻
で
し
た
。
か
つ
て
私
は
、
里
帰
り
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
賊
に
囚
わ
れ
、
そ
し
て
今
に
至
っ
て
い
る
の
で

す
」。
黄
昌
は
驚
い
て
、
面
前
に
呼
ん
で
言
っ
た
「
黄
昌
に
つ
い
て
識
っ
て
い
る
こ
と
に
何
が
あ
る
」。
答
え
て
言
っ
た
、「
我
が
夫
、
黄

昌
の
左
の
足
の
裏
に
黒
子
が
あ
り
、
常
日
頃
、
自
か
ら
『
こ
れ
は
当
に
二
千
石
の
相
（
＝
太
守
や
諸
侯
王
の
相
）
だ
』
と
言
っ
て
い
た
も
の

で
す
」
と
。
黄
昌
は
、
そ
れ
を
聞
い
て
足
を
出
し
て
見
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
抱
き
合
い
泣
き
、
夫
婦
に
戻
っ
た
。

こ
れ
は
、
五
世
紀
の
南
北
朝
時
代
に
編
ま
れ
た
『
後
漢
書
』
に
見
え
る
話
で
あ
り
、
足
下
の
黒
子
が
瑞
相
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
生
き

別
れ
た
夫
婦
が
お
互
い
を
認
識
で
き
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
宋
の
『
太
平
広
記
』
に
は
、
蜀
の
皇
帝
劉
備
玄
徳
の
部
下

で
あ
っ
た
姜
太
師
が
、
生
き
別
れ
た
父
を
奴
と
し
て
鞭
打
っ
て
い
た
が
、
そ
の
父
が
子
の
足
心
の
黒
子
を
覚
え
て
い
た
こ
と
で
父
子
と
し

て
再
会
を
果
た
す
話
が
載
せ
ら
れ（

（1
（

、
同
じ
く
北
宋
期
の
『
太
平
御
覧
』
に
は
、『
後
漢
書
』
の
黄
昌
伝
と
は
反
対
に
夫
が
妻
の
足
下
の
黒

子
を
覚
え
て
い
た
こ
と
に
よ
り
再
会
す
る
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

こ
の
よ
う
に
、
足
下
の
黒
子
は
瑞
相
と
い
う
以
外
に
、
生
き
別
れ
た
肉
親
が
お
互
い
を
認
識
す
る
証
拠
と
し
て
説
話
中
に
用
い
ら
れ
る
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例
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
「
黄
檗
度
母
話
」
を
見
る
と
、
足
下
の
黒
子
が
明
記
さ
れ
、
ま
た
足
を
洗
う
と
い
う
、
そ
の
黒
子
を
見
た
こ
と
を
示
唆
す
る
表

現
が
あ
る
も
、
母
は
我
が
子
を
認
識
で
き
て
お
ら
ず
、
子
の
黄
檗
の
み
が
一
方
的
に
母
を
認
め
る
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
話
に

は
生
き
別
れ
た
肉
親
と
、
足
下
の
黒
子
と
い
う
『
後
漢
書
』
黄
昌
伝
等
と
同
様
の
要
素
が
描
か
れ
る
も
、
親
子
と
し
て
の
真
の
再
会
を
果

た
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る（

（1
（

。

そ
こ
で
、
こ
の
矛
盾
を
整
え
る
た
め
に
、（
一
）
母
が
盲
目
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、（
二
）
黄
檗
の
足
に
あ
っ
た
の
は
黒
子
で
は
な
く
瘤
で

あ
っ
た
と
い
う
、
序
で
述
べ
た
よ
う
な
二
段
階
の
変
化
が
生
じ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
一
段
階
目
の
変
化
は
母
の
失
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
母
は
失
明
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
足
下
の
黒
子
を
認
識
で
き
ず
、
黄
檗

を
我
が
子
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

運
庵
普
願
（
一
一
五
六
―
一
二
二
六
）
の
「
大
義
渡
」
と
題
す
る
偈
頌
に
そ
れ
を
示
唆
す
る
表
現
が
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

孩
児
不
見
棄
渾
身
、
可
惜
婆
婆
眼
不
親
。
白
浪
洪
波
無
了
日
、
至
今
愁
殺
渡
頭
人
。

（『
運
庵
普
巌
禅
師
語
録
』Z121.654b-655a

）

孩
児
、
渾
身
を
棄
て
る
を
見
ず
、
惜
む
べ
き
は
婆
婆
の
眼
親
し
か
ら
ざ
る
こ
と
。
白
浪
洪
波
、
了
日
無
く
、
今
に
至
る
ま
で
渡
頭
の

人
を
愁
殺
す
。

大
義
渡
の
偈
頌
に
言
う

―
子
〔
黄
檗
〕
は
〔
母
が
〕
身
を
な
げ
う
っ
た
と
こ
ろ
を
見
て
い
な
い
、
惜
し
む
べ
き
は
母
の
目
が
不
自
由

で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
波
が
お
さ
ま
る
こ
と
は
な
く
、
今
で
も
大
義
渡
の
岸
に
望
む
人
を
悲
し
ま
せ
る
。
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こ
の
偈
は
大
義
渡
と
い
う
題
目
と
そ
の
内
容
か
ら
、「
黄
檗
度
母
話
」
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
明
確
に
母
の
目
が
不
自
由

で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
な
お
、
こ
の
偈
は
運
庵
の
も
の
と
さ
れ
る
か
ら
年
代
的
に
は
『
韻
府
群
玉
』
が
成
立
す
る
以
前
の
も
の

と
な
る
。
こ
れ
は
話
の
形
成
史
に
関
わ
る
た
め
、「
三
―
一
」
に
お
い
て
他
の
資
料
と
共
に
改
め
て
分
析
を
行
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
偈
か
ら
は
「
黄
檗
度
母
話
」
は
偈
の
題
材
に
な
る
ほ
ど
に
知
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
母
の
目
が
不
自
由
で
あ
っ

た
と
い
う
説
が
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
説
は
時
代
が
下
る
と
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
即
非
の

「
黄
檗
和
尚
度
母
図
」
と
題
さ
れ
る
三
首
の
賛
の
う
ち
、
以
下
の
二
首
に
そ
れ
が
分
か
る
表
現
が
見
え
る
（
残
る
一
首
は
注
を
参
照
さ
れ
た

い
）（

（1
（

。相
見
依
然
在
別
峰
、
娘
睛
双
瞎
子
双
聾
。
没
絃
琴
上
無
生
曲
、
別
有
宮
商
調
不
同
。

（『
即
非
禅
師
全
録
』
巻
一
〇
「
黄
檗
和
尚
度
母
図
」K

38.672c

）

相
い
見ま

み

え
る
も
依
然
と
し
て
別
峰
に
在
り
、
娘は

は

の
睛ひ

と
みは

双ふ
た

つ
な
が
ら
瞎
に
し
て
子
は
双ふ

た

つ
な
が
ら
聾
な
り
。
没
絃
琴
上
に
曲
を
生
ず

る
こ
と
無
く
、
別
に
宮
商（

（1
（

有
り
て
調
べ
同
じ
か
ら
ず
。

即
非
の
賛
に
言
う

―
再
会
を
果
た
し
て
も
依
然
と
し
て
別
々
の
山
に
あ
る
よ
う
で
、〔
そ
れ
は
〕
母
の
両
目
が
盲
で
あ
り
子
〔
黄
檗
〕

の
両
耳
は
聾
〔
だ
か
ら
〕
だ
。
弦
の
無
い
琴
が
曲
を
奏
で
る
は
ず
が
な
い
、〔
し
か
し
〕
格
別
の
音
色
が
あ
り
唯
一
不
二
の
調
べ
だ
。

黄
檗
由
来
号
大
虫
、
大
虫
好
個
闊
喉
嚨
。
呑
乾
愛
海
無
涓
滴
、
咒
起
盲
亀
化
活
龍
。

（『
即
非
禅
師
全
録
』
巻
一
〇
「
黄
檗
和
尚
度
母
図
」K

38.672c

）

「黄檗度母話」の形成と受容 　54



黄
檗
、
由
来
の
号
大
虫
、
大
虫
、
好
個
の
闊
喉
嚨
。
吞
乾
す
愛
海
、
涓
滴
無
く
、
呪
起
し
て
盲
亀
、
活
龍
と
化
す
。

い
わ
く

―
黄
檗
は
〔
百
丈
か
ら
〕
虎
と
名
付
け
ら
れ
た
、
そ
の
虎
に
は
、
す
ば
ら
し
く
大
き
な
の
ど
が
あ
る
。
大
海
を
飲
み
尽
く
し

一
滴
も
残
さ
な
い
、〔
黄
檗
は
〕
偈
を
唱
え
盲
目
の
亀
を
生
き
生
き
と
し
た
龍
に
変
え
た
（
＝
盲
目
の
母
を
昇
天
さ
せ
た
）。

賛
題
と
内
容
か
ら
、
盲
目
の
娘
と
盲
亀
は
共
に
黄
檗
の
母
を
指
し
て
い
る
。

以
上
、
母
が
盲
目
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
話
が
『
韻
府
群
玉
』
に
お
い
て
文
章
と
し
て
成
立
す
る
以
前
か
ら
要
素
と
し
て
あ
り
、
後

代
に
は
そ
れ
が
一
般
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、
母
が
黄
檗
の
足
下
の
黒
子
を
認
識
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
理
由

に
加
え
て
、
渡
に
誤
っ
て
落
ち
て
失
命
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
意
図
も
あ
ろ
う
。
な
お
、
即
非
の
賛
よ
り
も
早
い
、
一
五
世
紀

末
の
日
本
に
お
け
る
資
料
に
も
、
母
の
目
が
盲
目
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
も
の
が
あ
る
（
八
六
頁
「
資
料
」【
日
本
】
②
参
照
）。

次
の
、
黄
檗
の
足
に
あ
っ
た
の
は
黒
子
で
は
な
く
瘤
で
あ
っ
た
い
う
変
化
は
、
以
下
の
経
緯
に
よ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
母
が
盲
目
で
あ
れ
ば
、
黄
檗
の
足
下
の
黒
子
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
う
す
る
と
、
足
下
の
黒
子
も
母
が
足
を
洗
う
と
い
う

行
為
も
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
黄
檗
の
足
の
特
徴
と
母
が
足
を
洗
う
と
い
う
行
為
に
意
味
を
持
た
せ
た
ま
ま
、
さ
ら
に
、
再

会
の
契
機
と
い
う
要
素
を
残
す
た
め
に
、
黄
檗
の
足
に
あ
っ
た
も
の
が
、
黒
子
か
ら
瘤
に
変
化
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

古
い
資
料
に
は
こ
の
こ
と
が
記
さ
れ
な
い
が
、
先
の
『
即
非
全
録
』
の
黄
檗
に
対
す
る
記
述
に
、「
足
に
肉
痣
有
り
（
足
有
肉
痣
）」
と

見
え
る
（『
即
非
禅
師
全
録
』
巻
二
五
「
仏
祖
正
印
源
流
道
影
賛
・
黄
檗
章
」K

38.756
）。
こ
の
「
肉
痣
」
と
は
、「
腫
瘍
、
で
き
も
の
、
は
れ
も
の
」

の
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
瘤
に
通
じ
る
。
つ
ま
り
、
資
料
は
限
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
一
七
世
紀
に
は
黄
檗
の
足
に
瘤
様
の
も
の
が

あ
っ
た
と
す
る
資
料
が
見
え
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
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以
上
、
足
下
の
黒
子
と
は
、
仏
教
文
献
を
は
じ
め
中
国
の
文
献
に
瑞
相
と
し
て
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、
中
国
の
文
献
に
は
古
く
か
ら
生
き

別
れ
た
肉
親
が
お
互
い
を
認
識
す
る
要
素
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
黄
檗
度
母
話
」
で
は
、
相
互
認
識
の
手
掛
か
り
に
な

る
は
ず
の
足
下
の
黒
子
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
黄
檗
の
母
は
我
が
子
と
気
付
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
矛
盾
を
解
消
す
る

た
め
に
母
が
盲
目
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
、
そ
の
説
と
話
の
整
合
性
を
と
る
た
め
に
、
黄
檗
の
足
に
あ
っ
た
の
は
黒
子

で
は
な
く
瘤
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
生
ま
れ
た
、
と
い
う
一
連
の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
―
二　

一
子
出
家
、
九
族
生
天

こ
こ
で
は
、
黄
檗
が
母
に
与
え
た
法
語
に
見
え
る
「
一
子
出
家
、
九
族
生
（
登
）
天
」
の
語
に
つ
き
、
そ
の
由
来
を
分
析
す
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、道
端
良
秀
［
一
九
八
六
、二
三
四
―
二
三
七
］
と
永
井
政
之
［
二
〇
〇
二
］
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
道
端
氏
は
、『
沙

門
不
敬
王
者
論
』
に
近
い
表
現
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、「
黄
檗
度
母
話
」
等
の
本
稿
で
検
討
す
る
諸
資
料
に
は
言
及
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
永
井
氏
は
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
に
つ
い
て
、
孝
と
の
関
係
か
ら
詳
細
な
分
析
を
行
い
な
が
ら
、「
黄
檗
度
母
話
」

に
つ
い
て
も
部
分
的
に
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
氏
の
分
析
は
、「
黄
檗
度
母
話
」
に
主
眼
を
置
い
た
も
の
で
は
な
く
、
語
の
由
来
に

つ
い
て
も
、
両
氏
は
異
な
っ
た
資
料
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
項
で
は
、
両
氏
の
議
論
を
参
照
し
つ
つ
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」

と
い
う
語
の
形
成
過
程
を
分
析
す
る
。

さ
て
、「
黄
檗
度
母
話
」
に
「〔
母
が
〕
若
し
生
天
ぜ
ざ
れ
ば
、
諸
仏
妄
言
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
は
諸
仏
の
語
と
言
う
が
、
こ

の
語
を
記
載
す
る
経
典
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
に
近
い
表
現
と
し
て
は
、
道
端
良
秀
［
一
九
八
六
、二
三
五
―
二
三
六
］
が
指
摘
す
る

と
お
り
、
廬
山
慧
遠
（
三
三
四
―
四
一
六
）
が
東
晋
の
王
、
桓
玄
（
在
位
・
四
〇
三
―
四
〇
四
）
に
対
し
て
述
べ
た
『
沙
門
不
敬
王
者
論
』
に

見
え
る
次
の
語
が
あ
る
。
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如
令
一
夫
全
徳
、
則
道
洽
六
親
、
沢
流
天
下
。
雖
不
処
王
侯
之
位
、
亦
已
協
契
皇
極
、
在
宥
生
民
矣
。
是
故
、
内
乖
天
属
之
重
而
不

違
其
孝
、
外
闕
奉
主
之
恭
而
不
失
其
敬
。

（『
弘
明
集
』
巻
五
『
沙
門
不
敬
王
者
論
』「
出
家
」T

52.30b

）

如も令
し
一
夫
、
徳
を
全
う
す
れ
ば
、
則
ち
道
、
六
親
を
洽う

る
おし

、
沢
、
天
下
に
流
る
。
王
侯
の
位
に
処
せ
ざ
る
と
雖
も
、
亦
た
已
に
皇

極
に
協
契
し
、
生
民
を
在
宥
す
。
是
の
故
に
、
内
に
天
属
の
重
に
乖
い
て
も
其
の
孝
に
違
わ
ず
、
外
に
主
を
奉
る
の
恭
を
闕
く
も
其

の
敬
を
失
わ
ず
。

慧
遠
は
上
奏
す
る

―
も
し
も
一
人
が
徳
を
完
成
す
れ
ば
、
真
理
た
る
道
は
六
親
（
父
母
・
兄
弟
・
妻
子
）
に
ゆ
き
わ
た
り
、
そ
の
恩
沢

は
天
下
に
流
布
し
ま
す
。
王
侯
の
位
に
な
く
と
も
、
す
で
に
帝
王
が
行
う
べ
き
正
し
い
道
と
一
致
し
、
民
を
あ
る
が
ま
ま
に
統
治
す
る
こ

と
に
適
う
の
で
す
。
だ
か
ら
出
家
は
、
内
面
的
に
は
親
族
の
重
い
恩
に
背
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
孝
に
逆
ら
う
わ
け
で
は
な
く
、

外
面
的
に
は
君
主
に
仕
え
る
恭
敬
を
欠
く
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
恭
敬
を
失
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

一
人
が
得
道
す
れ
ば
六
親
を
は
じ
め
天
下
が
救
わ
れ
る
と
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
に
近
い
表
現
が
見
え
る（

（1
（

。
ま
た
、
仏
典
以
外

で
あ
れ
ば
さ
ら
に
古
い
も
の
と
し
て
、
後
漢
の
王
充
（
二
七
―
一
世
紀
末
頃
）『
論
衡
』
に
、
次
の
記
述
が
見
え
る
。

儒
書
言
、「
淮
南
王
学
道
、
…
…
王
遂
得
道
、
挙
家
升
天
。
畜
産
皆
仙
、
犬
吠
於
天
上
、
鶏
鳴
於
雲
中
。」
此
言
仙
薬
有
余
、
犬
鶏
食

之
、
并
随
王
而
升
天
也
。

（『
論
衡
』
巻
七
「
道
虚
」・
中
華
書
局
本
『
論
衡
校
釈
』
第
二
冊
、
三
一
七
頁
）
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儒
書
言
わ
く
、「
淮わ

い

南な
ん

王お
う

、
道
を
学
び
、
…
…
王
、
遂
に
道
を
得
、
家
を
挙
げ
て
天
に
升
る
。
畜
産
も
皆
な
仙
と
な
り
、
犬
は
天
上

に
吠
え
、
鶏
は
雲
中
に
鳴
く
」
と
。
此
れ
仙
薬
、
余
り
有
り
て
、
犬
鶏
、
之
を
食
い
、
并
び
に
王
に
随
い
て
天
に
升
る
と
言
う
な
り
。

道
教
の
書
に
言
う

―
漢
の
高
祖
の
孫
、
淮
南
王
、
劉
安
（
前
一
七
九
―
前
一
二
二
）
は
道
術
を
学
び
、
…
…
王
は
と
う
と
う
道
術
を
会

得
し
、
一
家
の
者
こ
ぞ
っ
て
天
に
昇
っ
た
と
い
う
。
家
畜
ま
で
皆
な
仙
と
な
り
、
犬
は
天
上
で
吠
え
て
、
鶏
は
雲
の
中
で
鳴
い
た
と
い
う
。

こ
れ
（
＝
鶏
や
犬
も
昇
天
し
た
こ
と
）
は
仙
薬
の
余
り
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
犬
や
鶏
が
食
べ
、
王
に
随
っ
て
昇
天
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
人
が
仙
術
を
極
め
道
を
得
れ
ば
、
一
族
も
昇
天
し
た
と
い
う
。
王
充
は
こ
れ
を
虚
言
と
し
て
批
判
す
る
が
、
当
時
そ
の
よ
う
な
説
が

知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
一
人
得
道
、
鶏
犬
昇
天
」
と
い
う
俚
諺
の
出
典
と
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
の
語
の
祖
型
は
か
か
る
俚
諺
に
あ
る
と
考
え
ら
れ（

（2
（

、
そ
れ
に
近
い
表
現
は
、
中
国
に
お
け

る
仏
教
文
献
に
も
古
く
か
ら
見
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
の
語
自
体
は
、
黄
檗
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
洞
山
良
价
（
八
〇
七
―
八
六
九
）
が
次
の
よ
う
に
用
い
た
と

い
う
。…

…
欲
報
罔
極
深
恩
、
莫
若
出
家
功
徳
。
載
生
死
之
愛
河
、
越
煩
悩
之
苦
海
、
報
千
生
之
父
母
、
答
万
劫
之
慈
親
、
三
有
四
恩
無
不

報
矣
。
故
経
云
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
。」
良
价
捨
今
生
之
身
命
、
誓
不
還
家
。
…
…

（『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
下
之
下
「
洞
山
辞
親
書
」Z116.976a

）

…
…
罔
極
の
深
恩
に
報
い
ん
と
欲
せ
ば
、
出
家
の
功
徳
に
若し

く
は
莫
し
。
生
死
の
愛
河
を
載の

り
、
煩
悩
の
苦
海
を
越
え
、
千
生
の
父
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母
に
報
い
、
万
劫
の
慈
親
に
答
う
。
三
有
四
恩
、
報
い
ざ
る
こ
と
無
し
。
故
に
経
に
云
わ
く
、「
一
子
出
家
す
れ
ば
、
九
族
天
に
生
ず
」

と
。
良
价
、
今
生
の
身
命
を
捨
て
、
誓
っ
て
家
に
還
ら
ず
、
…
…

洞
山
は
出
家
に
際
し
て
述
べ
た

―
限
り
な
き
深
い
恩
に
報
い
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
出
家
の
功
徳
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生

死
の
愛
欲
の
河
を
乗
り
越
え
、
欲
望
と
い
う
苦
し
み
の
海
を
越
え
、
数あ

ま
た多

の
父
母
の
恩
に
報
い
、
永
劫
の
慈
悲
深
き
親
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
ょ
う
。〔
そ
し
て
〕
世
界
の
四
つ
の
恩
に
必
ず
報
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
経
典
に
言
う
の
で
す
、「
一
人
が
出
家
す
れ
ば
、
九
族

が
昇
天
す
る
」
と
。
私
は
今
生
の
こ
の
命
を
賭
し
て
、
誓
っ
て
家
に
帰
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
…
…

永
井
政
之
［
二
〇
〇
二
、九
］
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
こ
れ
は
洞
山
が
出
家
に
際
し
て
母
親
へ
贈
っ
た
手
紙
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

親
か
ら
の
大
恩
に
出
家
す
る
こ
と
で
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
文
脈
で
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
章
は
彼
の

こ
と
を
記
載
す
る
他
の
灯
史
や
語
録
類（

（2
（

に
は
見
え
ず
、
こ
れ
を
載
せ
る
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
は
、『
韻
府
群
玉
』
が
成
立
し
た
頃
と
同

じ
南
宋
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
永
井
政
之
［
二
〇
〇
二
、一
一
］
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
南
宋
代
に
洞
山
に
仮
託

し
て
こ
の
文
章
が
作
ら
れ
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

少
な
く
と
も
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
の
語
が
用
い
ら
れ
は
じ
め
る
の
は
、
北
宋
代
以
降
の
文
献
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、

問
答
の
題
材
や
、
た
だ
古
語
と
し
て
紹
介
す
る
の
み
で
あ
り
、
厳
密
に
は
「
黄
檗
度
母
話
」
や
洞
山
の
引
用
と
は
用
い
ら
れ
た
意
図
が
異

な
っ
て
い
る（

（2
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
宋
代
か
ら
文
献
上
に
見
え
は
じ
め
た
こ
の
類
の
語
は
、「
一
子
出
家
、
九
祖
昇
天
」（
清
代
『
万
法
帰
心
録
』Z114.797b

等
）
や
「
一
子
出
家
、
七
祖
生
天
」（
注
19
参
照
）
と
い
う
よ
う
な
派
生
表
現
を
生
み
な
が
ら
後
々
ま
で
用
い
ら
れ
続
け
る
こ
と
と
な
る（

（2
（

。

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
と
は
意
味
内
容
が
異
な
る
が
、
北
宋
の
遺
聞
を
集
成
し
た
、
何
薳
（
一
〇
七
七
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―
一
一
四
五
）
の
『
春
渚
紀
聞
』
に
は
、「
毎
一
人
得
道
、
九
天
皆
賀
」（
中
華
書
局
本
『
春
渚
紀
聞
』
巻
三
「
翊
聖
敬
劉
海
蟾
」
四
〇
頁
）
と
い

う
語
が
見
え
、ま
た
、前
漢
の
恩
賞
問
題
を
題
材
と
し
た
元
曲
の
『
賺
蒯
通
』
に
は
、「
一
人
造
反
、九
族
全
誅
」（
小
松
謙
［
一
九
八
二
、九
一
］）

と
い
う
語
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
表
現
が
似
る
語
も
宋
代
以
降
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
黄
檗
度
母
話
」
に
見
え
る
「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
の
語
の
原
型
は
、
中
国
で
古
く
か
ら
人
口
に
膾
炙
し
た
俚

諺
に
あ
り
、
そ
れ
が
仏
教
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
の
語
は
、
文
献
的

に
は
宋
代
以
降
の
典
籍
に
見
え
る
語
で
あ
り
、
結
論
を
先
取
る
と
、
南
宋
以
降
に
は
「
孝
」
を
示
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

「
黄
檗
度
母
話
」
で
の
用
例
は
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
節
の
分
析
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
一
層
理
解
で
き
よ
う
。

一
―
三　

大
義
渡

「
大
義
渡
」
と
い
う
語
は
、
時
代
が
下
る
と
「
黄
檗
度
母
話
」
を
想
起
さ
せ
る
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
呼
称
の
由
来
に
つ
い
て
『
韻
府
群
玉
』
で
は
、
黄
檗
と
母
の
機
縁
話
に
よ
り
、
も
と
も
と
「
福
清
渡
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
場
所
が

「
大
義
渡
」
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
た（

（2
（

。

し
か
し
、
こ
の
大
義
渡
の
名
称
由
来
に
つ
い
て
は
、
南
宋
の
淳
熙
年
間
（
一
一
七
四
―
一
一
八
九
）
に
編
ま
れ
た
福
州
の
地
方
志
で
あ
る

『
淳
熙
三
山
志
』
に
全
く
異
な
っ
た
、
以
下
の
説
が
見
え
る
。

…
…
即
此
渡
貞
観
中
、
別
駕
衛
総
持
、
見
其
処
商
旅
賓
主
有
序
。
故
以
名
之
。

（『
淳
熙
三
山
志
』
巻
五
「
大
義
渡
」・
中
華
書
局
『
宋
元
方
志
叢
刊
』
巻
八
、七
八
三
三
下
）

…
…
即
ち
此
の
渡
は
貞
観
中
（
六
二
七
―
六
四
九
）、
別
駕
の
衛
総
持
、
其
の
処
の
商
旅
の
賓
主
に
序
有
る
を
見
る
。
故
に
以
て
之
を
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名
づ
く
。

「
大
義
渡
」
の
項
に
言
う

―
こ
の
渡
〔
の
名
〕
は
、
唐
の
貞
観
年
間
に
、
州
の
行
政
次
官
で
あ
っ
た
衛
氏（

（2
（

が
、
そ
こ
を
渡
る
旅
商
人

た
ち
に
秩
序
が
あ
る
こ
と
を
見
た
こ
と
に
よ
り
、
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
記
述
は
、
後
に
『
広
輿
記
』（
明
末
清
初
）
や
『
福
建
通
志
』（
清
代
）
と
い
っ
た
地
方
志
も
承
け
て
い
る
。
大
義
渡
を
立
項
し
、
名

前
の
由
来
を
記
す
も
の
は
右
記
の
も
の
程
度
だ
が
、
こ
れ
ら
地
方
志
に
は
、「
黄
檗
度
母
話
」
を
承
け
て
福
清
渡
が
大
義
渡
に
な
っ
た
と

記
す
も
の
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
無
著
道
忠
（
一
六
五
三
―
一
七
四
五
）
の
『
五
家
正
宗
賛
助
桀
』
に
立
項
さ
れ
る
「
大
義
渡
」
に
も
、『
福
建
通
志
』
と
同
文
の

も
の
が
見
え
、「
陳
仲
晦
『
閩
中
記
』［
冠
注
一
ノ
四
十
一
ノ
一
丈
］」
の
引
用
と
し
て
お
り
、最
終
的
に
「
未
だ
孰い

ず

れ
か
是
な
る
を
知
ら
ず
（
未

知
孰
是
）」
と
述
べ
る
（
柳
田
聖
山
［
一
九
九
一
、一
五
四
ａ
］）。『
閩
中
記
』
は
、
唐
の
林
諝
（
生
没
年
未
詳
）
の
撰
で
あ
り
、
八
五
〇
年
に

一
〇
巻
本
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
が
、
散
佚
し
て
い
る
。
無
著
の
言
う
陳
仲
晦
の
『
閩
中
記
』
と
い
う
書
籍
は
確
認
で
き
な
い
が
、
も

し
も
、
無
著
が
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
閩
中
記
』
を
参
照
し
て
い
た
な
ら
ば
、「
大
義
渡
」
の
名
の
由
来
は
、「
黄
檗
度
母
話
」
を
踏
ま
え

て
い
な
い
可
能
性
が
高
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
地
方
志
の
記
述
と
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
記
述
の
ど
ち
ら
が
先
に
存
在
し
た
の
か
現
時
点
で
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
少
な
く
と
も
、
異
な
っ
た
由
来
が
あ
る
も
、
次
節
以
降
の
分
析
で
明
ら
か
に
な
る
と
お
り
、
時
代
が
下
る
と
中
国
・
日
本
両
国
に

お
い
て
、「
大
義
渡
」
は
「
黄
檗
度
母
話
」
を
想
起
さ
せ
る
語
と
し
て
定
着
す
る
の
で
あ
る
。
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一
―
四　

小
結

以
上
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
構
成
の
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
、「
足
心
の
黒
子
」「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」「
大
義
渡
」
と
い
う
、
三

点
の
語
句
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。

三
点
の
語
句
の
う
ち
、「
足
心
の
黒
子
」
の
意
味
と
「
一
子
出
家
、九
族
生
天
」
の
語
は
、仏
典
等
に
も
近
い
意
味
や
表
現
が
見
え
る
も
、

ど
ち
ら
も
古
く
か
ら
中
国
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
俗
諺
に
由
来
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
大
義
渡
」
の
名
付
け
に
は
異
な
っ

た
由
来
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
黄
檗
度
母
話
」
は
種
々
の
俗
諺
や
要
素
が
組
み
合
わ
さ
れ
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
母

が
昇
天
の
際
に
男
子
の
身
に
転
じ
た
と
い
う
記
述
が
、『
法
華
経
』
に
見
え
る
龍
女
が
成
仏
す
る
際
に
男
子
の
身
に
変
成
し
た
と
い
う
故

事
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
言
え
よ
う（

（2
（

。

そ
し
て
、
本
節
で
分
析
し
た
三
点
の
語
句
の
性
質
に
目
を
向
け
る
と
、
三
点
全
て
が
「
孝
」
思
想
に
関
連
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
れ

は
、「
黄
檗
度
母
話
」
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
た
め
、
節
を
改
め
詳
し
く
分
析
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

二
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
形
成
意
図

こ
こ
で
は
、「
黄
檗
度
母
話
」
が
形
成
さ
れ
た
意
図
と
経
緯
に
つ
い
て
、
こ
の
話
の
鍵
で
あ
る
孝
と
の
関
連
か
ら
分
析
を
行
う
。

こ
の
話
が
作
成
さ
れ
た
意
図
に
つ
い
て
、
邢
東
風
［
二
〇
一
七
、二
七
］
は
、「
五
代
以
降
、
仏
教
が
中
国
の
「
孝
」
の
理
念
に
順
応
し
、

仏
教
が
孝
道
と
反
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
邢
氏
の
指
摘
は
的
確
な
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
の
話
の
内
容
や
成
文
化
さ
れ
た
時
期
、
ま
た
前
節
で
分
析
し
た
三
点
の
語
が
持
つ
性
質
か
ら
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
邢
氏
は
仏
教
と
孝
に
対
す
る
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
「
黄
檗
度
母
話
」
に
つ
い
て
孝
の
視
点

か
ら
充
分
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
以
下
の
点
に
つ
き
分
析
を
行
う
。
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（
一
）
儒
教
に
よ
る
出
家
に
対
す
る
批
判
と
仏
教
の
反
論

仏
教
と
孝
の
問
題
に
つ
い
て
、
儒
教
に
よ
る
出
家
に
対
す
る
批
判
と
、
そ
れ
に
対
す
る
仏
教
の
反
論
を
概
観
す
る
。
こ
の
分
析
に
よ
り
、

「
黄
檗
度
母
話
」
が
如
何
な
る
視
点
を
意
識
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

孝
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
仏
教
と
儒
教
の
種
々
の
視
点
か
ら
膨
大
な
議
論
の
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
分
析
対
象
は
あ
く

ま
で
も
「
黄
檗
度
母
話
」
の
た
め
、
広
範
な
仏
教
と
孝
の
問
題
の
中
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
「
黄
檗
度
母
話
」
の
形
成
を
考
え
る
上
で
重
要
な
、

出
家
と
孝
と
い
う
点
の
み
に
絞
り
分
析
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
そ
の
よ
う
に
範
囲
を
限
定
す
る
と
、
本
稿
の
論
述
に
関
わ
る
主
な
先
行
研

究
と
し
て
、
道
端
良
秀
［
一
九
八
六
］、
永
井
政
之
［
二
〇
〇
二
］、
吉
川
忠
夫
［
二
〇
〇
二
］
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
中

心
に
先
学
の
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
出
家
と
孝
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
後
に
、
以
下
の
点
に
つ
き
分
析
を
行
う
。

（
二
）
孝
を
示
す
具
体
的
な
機
縁
話
の
変
化

出
家
と
孝
の
問
題
か
ら
、「
黄
檗
度
母
話
」
を
含
め
禅
僧
の
機
縁
話
が
時
代
の
変
化
に
よ
り
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も

の
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
分
析
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
具
体
例
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、「
黄
檗
度
母
話
」
が
形
成
さ
れ
た

背
景
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

以
上
、（
一
）（
二
）
の
二
点
を
順
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
黄
檗
度
母
話
」
が
形
成
さ
れ
た
意
図
と
、
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

二
―
一　

儒
教
に
よ
る
出
家
に
対
す
る
批
判
と
仏
教
の
反
論

孝
の
観
点
か
ら
儒
仏
の
出
家
に
対
す
る
論
点
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
主
張
が
「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
に

帰
趨
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ま
ず
、
儒
教
に
よ
る
仏
教
の
出
家
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
先
学
の
分
析
の
成
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。

63　『禪學研究』第97號，2019年3月



（
一
）
親
か
ら
受
け
た
身
体
や
髪
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
が
孝
で
あ
り
、
剃
髪
を
行
う
仏
教
の
出
家
は
不
孝
で
あ
る
。

（
二
）
親
の
生
前
は
常
に
側
で
養
い
、
死
後
は
祭
礼
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
が
孝
で
あ
り
、
親
と
居
住
せ
ず
養
わ
な
い
出
家
は
不
孝
で
あ
る
。

以
上
の
二
点
の
基
と
な
る
主
張
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
孝
経
』
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
こ
で
「
黄
檗
度
母
話
」
の
構
成
を
見
る
と
、
親

許
を
離
れ
る
不
孝
が
そ
の
話
に
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、以
下
で
は
話
の
形
成
に
直
接
関
わ
る
（
二
）
を
確
認
す
る
。

仏
教
の
出
家
が
孝
養
を
尽
く
さ
ず
不
孝
で
あ
る
と
い
う
批
判
は
古
く
よ
り
見
ら
れ（

（2
（

、
新
儒
学
（
宋
明
理
学
）
が
台
頭
し
た
後
も
同
じ
論

法
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た
。
以
下
に
そ
の
一
例
と
し
て
、
朱
熹
（
一
一
三
〇
―
一
二
〇
〇
）
に
よ
る
説
を
見
よ
う
。

…
…
故
黄
蘗
一
僧
有
偈
、
与
其
母
云
、「
先
曽
寄
宿
此
婆
家
。」
止
以
父
母
之
身
為
寄
宿
処
。
其
無
情
義
、
絶
滅
天
理
、
可
知
。
当
時

有
司
見
渠
此
説
、
便
当
明
正
典
刑
。

（『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
「
釈
氏
」・
野
口
善
敬
等
［
二
〇
一
三
、九
八
］）

…
…
故
に
黄
蘗
の
一
僧
に
偈
有
り
、
其
の
母
に
与
え
て
云
わ
く
、「
先
に
曽
て
此
の
婆
の
家
に
寄
宿
す
」
と
。
止
だ
父
母
の
身
を
以

て
寄
宿
の
処
と
為
す
。
其
の
情
義
を
無み

な
し
天
理
を
絶
滅
す
る
こ
と
を
知
る
可
し
。
当
時
、
有
司
、
渠
の
此
の
説
を
見
ば
、
便す

な
わち

当

に
明
正
典
刑
な
り
。

父
母
か
ら
受
け
た
身
体
を
仮
住
ま
い
だ
と
す
る
仏
教
の
説
を
朱
熹
は
以
下
の
よ
う
に
批
判
す
る
―
―
だ
か
ら
、
黄
檗
の
と
あ
る
僧
が
そ

の
母
に
向
け
て
、「
以
前
、
こ
の
女は

は性
に
仮
住
ま
い
し
て
い
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
偈
に
言
う
の
だ
。
た
だ
父
母
の
身
体
を
仮
住
ま

い
の
場
所
だ
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
〔
仏
教
が
〕
人
情
義
理
を
無
視
し
、
天
の
理
を
滅
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
そ
の
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時
、
官
吏
が
こ
の
僧
の
偈
を
見
た
な
ら
ば
、
す
ぐ
さ
ま
公
開
処
刑
を
行
っ
た
は
ず
だ
。

朱
熹
が
言
う
「
黄
檗
一
僧
」
が
誰
を
指
す
の
か
目
下
不
明
で
あ
り
、
該
当
す
る
故
事
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、「
黄
檗
度
母
話
」

の
異
説
や
取
り
違
え
か
ら
、
黄
檗
希
運
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。
と
も
あ
れ
、
朱
熹
は
父
母
を
他
人
と
見
て
寄
宿

と
表
現
す
る
仏
教
に
対
し
て
、「
極
刑
に
値
す
る
」
と
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
儒
教
は
仏
教
の
出
家
に
対
し
て
、
文
字
通
り
家
を
離
れ
て
孝
養
を
果
た
さ
な
い
と
い
う
点
を
突
い
て
、
甚
だ
し
い
不
孝

だ
と
批
判
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
以
上
の
儒
教
の
批
判
に
対
し
て
仏
教
が
ど
の
よ
う
な
反
論
を
行
っ
た
の
か
ま
と
め
よ
う
。

儒
教
の
孝
に
対
す
る
仏
教
の
反
応
を
考
え
る
時
、『
孝
子
経
』『
父
母
恩
重
経
』『
心
地
観
経
』
等
の
孝
を
説
く
中
国
撰
述
経
典
の
成
立

と
意
義
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
具
体
的
な
反
論
の
言
葉
か
ら
分
析
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
出
家
の
不
孝
と
い
う
批
判
に
対
す
る
仏
教
側
の
具
体
的
反
論
の
一
つ
に
、「
仏
教
は
出
家
後
で
あ
っ
て
も
帰
省
し
て
孝
養
を
尽

く
す
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、廬
山
慧
遠
が
北
周
の
武
宗
（
在
位
・
五
六
〇
―
五
七
八
）
に
対
し
て
、「
仏

教
で
も
僧
が
冬
・
夏
は
縁
に
随
い
修
行
し
、
春
・
秋
は
家
に
帰
り
親
を
養
う
こ
と
を
許
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
る（

（3
（

。
確
か
に
律
文
献
に
は
、
比
丘
が
病
の
父
母
の
世
話
を
許
可
す
る
こ
と
を
記
す
が（

（3
（

、
見
る
限
り
出
家
後
に
実
家
に
帰
っ
て
親

を
養
う
こ
と
を
推
奨
す
る
記
述
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
慧
遠
の
言
う
よ
う
に
当
時
の
中
国
仏
教
教
団
が
父
母
を
養
う
こ
と
を
推
奨
し

て
い
た
の
か
不
明
だ
が
、
と
に
か
く
慧
遠
は
出
家
者
も
時
々
に
家
に
帰
り
孝
を
尽
く
し
て
お
り
、
出
家
は
孝
に
違
う
こ
と
が
な
い
と
主
張

す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
出
家
者
が
家
に
帰
り
親
を
養
う
と
い
う
主
張
は
あ
ま
り
見
え
ず
、
反
論
と
し
て
は
特
殊
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ

う
に
宋
代
以
降
の
仏
教
典
籍
に
お
け
る
説
話
や
実
例
と
し
て
そ
れ
を
示
唆
す
る
表
現
が
見
え
る
。
ま
た
、
実
際
に
は
孝
養
を
行
っ
て
い
な
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い
が
「
黄
檗
度
母
話
」
も
こ
れ
に
部
分
的
に
該
当
し
、
親
へ
対
す
る
直
接
的
孝
行
を
想
定
し
た
「
省
侍
（
＝
孝
養
を
尽
く
す
、
世
話
を
す
る
）」

と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
項
に
お
い
て
分
析
を
行
う
。

以
上
の
「
出
家
者
が
直
接
的
に
親
に
孝
養
を
尽
く
す
」
と
い
う
主
張
は
注
目
に
値
す
る
が
反
論
と
し
て
は
一
般
的
で
は
な
く
、
最
も
用

い
ら
れ
る
の
は
、「
出
家
は
一
時
の
不
孝
に
見
え
る
が
、
実
は
最
上
の
孝
な
の
だ
」
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
黄
檗
度
母
話
」
の

構
造
の
中
核
を
な
す
も
の
で
も
あ
る
。

ま
ず
以
下
に
、「
出
家
自
体
が
最
上
の
孝
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
る
『
広
弘
明
集
』
の
『
辯
惑
編
』
に
見
え
る
説
を
確
認
し
よ
う
。

俗
躬
耕
奉
親
以
竭
力
、
出
家
修
道
尊
法
以
興
慈
。
竭
力
者
答
現
前
之
小
恩
、
興
慈
者
報
将
来
之
大
徳
。
雖
暫
乖
敬
養
、
似
若
慢
親
、

終
能
済
抜
方
為
至
孝
。
斯
則
利
沾
三
世
、
豈
唯
旦
夕
之
労
。
恩
潤
百
生
、
寧
責
晨
昏
之
養
。
挍
其
在
出
、
勝
劣
明
矣
。

（『
広
弘
明
集
』
巻
一
二
『
辯
惑
編
』「
決
対
傅
奕
廃
仏
法
僧
事
」T

52.175b

）

俗
は
躬
耕
し
親
を
奉
る
に
以
て
力
を
竭
く
し
、
出
家
は
道
を
修
め
法
を
尊
び
以
て
慈
を
興
す
。
力
を
竭
く
す
者
は
、
現
前
の
小
恩
に

答
え
、
慈
を
興
こ
す
者
は
、
将
来
の
大
徳
に
報
ゆ
。
暫
く
敬
養
に
乖
む
き
、
親
を
慢
る
が
若ご

と

き
に
似
た
る
と
雖
も
、
終つ

い

に
は
能
く
済

抜
し
方
に
至
孝
と
為
る
。
斯
れ
則
ち
利
は
三
世
を
沾う

る
おす

、
豈
に
唯
だ
旦
夕
の
労
な
る
の
み
な
ら
ん
や
。
恩
は
百
生
を
潤
す
、
寧
ぞ
晨

昏
の
養
を
責
め
ん
や
。
其
の
在
出
を
挍く

ら

ぶ
る
に
、
勝
劣
明
ら
か
な
り
。

唐
僧
の
明
槩
（
生
没
年
未
詳
）
が
傅
奕
（
五
五
五
―
六
三
九
）
の
廃
仏
論
に
対
し
て
言
う

―
俗
人
（
＝
こ
こ
で
は
儒
教
を
奉
じ
る
者
）
は
労

働
に
よ
り
親
を
養
い
、
出
家
者
は
真
理
を
求
め
仏
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
慈
悲
を
興
す
。
俗
人
は
目
の
前
の
小
さ
な
恩
に
報
い
る
が
、
出

家
者
は
将
来
に
お
よ
ぶ
大
き
な
徳
に
報
い
る
。〔
出
家
者
は
、〕
一
時
は
親
へ
の
孝
養
に
背
き
、
親
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
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え
る
が
、
遂
に
は
、
苦
し
み
を
抜
き
救
済
す
る
至
孝
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
利
益
は
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
及
ぶ
の
で
あ
り
、

ど
う
し
て
一
朝
一
夕
の
苦
労
で
な
ろ
う
か
。
そ
の
恩
恵
は
衆
生
を
潤
す
も
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
日
々
の
孝
養
に
つ
い
て
責
め
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
出
家
と
在
家
を
比
べ
る
と
、
優
劣
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
見
え
る
主
張
を
ま
と
め
る
と
、「
出
家
は
一
時
の
不
孝
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
結
果
的
に
は
時
間
・
空
間
を
隔
て
ず
、

衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
至
孝
で
あ
り
、
親
に
だ
け
限
定
的
な
孝
を
尽
く
す
と
い
う
儒
教
と
の
優
劣
は
歴
然
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
一
言
に
集
約
し
た
も
の
が
、
先
に
分
析
し
た
「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
と
言
え
よ
う（

（3
（

。

し
か
し
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
も
そ
う
だ
が
、
前
提
と
な
る
「
出
家
の
利
益
は
、
三
世
や
衆
生
に
ま
で
及
ぶ
」
と
い
う
主
張
の

理
論
的
根
拠
は
示
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
大
乗
仏
教
の
前
提
か
ら
敷
衍
さ
れ
た
必
然
的
帰
結
と
も
言
え
る
が
、
根
拠
な
く
「
出
家
は
孝
だ
」

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
根
拠
無
き
主
張
が
出
家
の
不
孝
に
対
す
る
主
た
る
反
論
と
し
て
採
用
さ
れ
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
と
い
う
語
は
、
あ
た
か

も
免
罪
符
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、「
黄
檗
度
母
話
」
な
ら
び
に
前
述
の
洞
山
の
語
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

そ
れ
以
外
に
も
元
代
の
智
徹
（
一
三
一
〇
―
？
）
は
、た
だ
こ
の
語
が
事
実
だ
と
述
べ（

（3
（

、明
代
の
雲
棲
袾
宏
（
一
五
三
五
―
一
六
一
五
）
は
、「
一

子
出
家
、
九
族
生
天
」
と
い
う
語
に
よ
る
出
家
の
功
徳
に
つ
い
て
詳
述
す
る
が
、
結
局
は
根
拠
を
示
さ
ず
、「
父
母
、
宗
族
其
の
沢
を
被

ら
る
な
り
」
と
述
べ
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
の
語
に
集
約
さ
れ
る
仏
教
側
の
出
家
と
孝
に
つ
い
て
の
主
張
は
、

吉
川
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
結
局
は
論
理
的
反
証
を
行
う
に
至
ら
ず
、
儒
仏
の
孝
に
対
す
る
論
争
は
、
水
掛
け
論
と
し
て
平
行
線
を
た
ど
る

こ
と
に
な
る（

（3
（

。

以
上
、
出
家
を
不
孝
だ
と
す
る
儒
教
側
の
批
判
と
、
そ
れ
に
対
す
る
仏
教
側
の
反
論
を
見
た
。
具
体
的
な
反
論
は
、「
出
家
後
で
も
孝

養
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
」
と
い
う
も
の
と
、
理
論
的
根
拠
を
示
さ
な
い
「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
に
帰
結
す
る
、「
出
家
は
最
上
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の
孝
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。

「
黄
檗
度
母
話
」
は
、「
省
侍
」
と
い
う
記
述
と
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
と
い
う
語
か
ら
、
そ
の
両
方
の
要
素
を
含
む
話
で
あ
り
、

仏
教
に
お
け
る
孝
を
主
張
す
る
意
図
を
持
っ
た
説
話
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
項
を
改
め
、
同
様
の
意
図
を
持
っ
た
禅
僧

の
機
縁
話
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
形
成
と
禅
籍
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
を
分
析
す
る
。

二
―
二　

孝
を
示
す
具
体
的
な
機
縁
話
の
変
化

こ
こ
で
は
、
禅
僧
の
機
縁
話
の
な
か
で
孝
を
意
識
し
て
書
き
換
え
ら
れ
た
と
思
し
い
も
の
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
。
特
に
、「
黄
檗

度
母
話
」
と
同
様
に
母
と
禅
僧
の
機
縁
話
を
と
り
あ
げ
る
。

具
体
的
に
は
、
六
祖
慧
能
（
六
三
八
―
七
一
三
）
と
、
黄
檗
の
法
嗣
、
睦
州
道
蹤
（
生
没
年
未
詳
）
の
機
縁
話
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
二

人
の
機
縁
話
の
変
化
を
確
認
し
た
後
に
、『
五
家
正
宗
賛
』
に
記
載
さ
れ
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
異
説
を
分
析
す
る
。
以
上
の
分
析
に
よ
り
、

そ
れ
ら
機
縁
話
の
書
き
換
え
が
孝
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
こ
か
ら
「
黄
檗
度
母
話
」
の
構
造
と
形
成
意
図
の
さ
ら

な
る
理
解
を
目
指
す
。

ま
ず
、
慧
能
と
母
の
機
縁
話
の
変
化
を
見
よ
う
。
以
下
は
、『
六
祖
壇
経
』
の
う
ち
現
存
最
古
の
敦
煌
本
の
当
該
箇
所
で
あ
る
。

恵
能
幼
小
、
父
亦
早
亡
。
老
母
孤
遺
、
移
来
南
海
、
…
…
恵
能
聞
説
、
宿
業
有
縁
、
便
即
辞
親

0

0

0

0

、
往
黄
梅
馮
茂
山
、
礼
拝
五
祖
弘
忍

和
尚
。（
傍
点
筆
者
）

（『
南
宗
頓
教
最
上
大
乗
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
六
祖
恵
能
大
師
於
韶
州
大
梵
寺
施
法
壇
経
』T

48.337a

）

恵
能
、
幼
小
に
し
て
、
父
亦
た
早
く
亡
ず
。
老
母
と
孤
遺
と
は
、
南
海
に
移
り
来
た
り
、
…
…
恵
能
説
く
を
聞
き
て
、
宿
業
に
縁
有
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り
、
便̀す

な
わ即̀

ち
親
を
辞
し

0

0

0

0

0

、
黄
梅
の
馮
茂
山
に
往
き
、
五
祖
弘
忍
和
尚
を
礼
拝
す
。（
傍
点
筆
者
）

慧
能
が
出
家
を
志
し
、
五
祖
弘
忍
の
処
へ
行
く
、
有
名
な
一
段
で
あ
る
。
傍
点
を
附
し
た
箇
所
に
見
え
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
慧
能
が

宿
縁
を
感
じ
、
す
ぐ
さ
ま
に
親
許
（
母
）
を
離
れ
、
弘
忍
の
処
へ
立
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
敦
煌
本
以
外
の
『
六
祖
壇
経
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
の
分
析
に
直
接
関
わ
る
、
慧
能
が
親
許
を

離
れ
る
箇
所
の
み
を
次
に
示
す
。

…
…
恵
能
聞
説
、
宿
昔
有
縁
、
乃
蒙
一
客

0

0

、
取
銀
十
両
与
恵
能

0

0

0

0

0

0

0

、
令
充
老
母
衣
糧

0

0

0

0

0

0

、
教
便
往
黄
梅
参
礼
五
祖
。（
傍
点
筆
者
）

（
駒
澤
大
学
禅
宗
史
研
究
会
［
一
九
七
八
、二
七
六
］）

…
…
恵
能
説
く
を
聞
き
て
、
宿
昔
に
縁
有
り
、
乃
ち
一
客
の

0

0

0

、
銀
十
両
を
取
っ
て
恵
能
に
与
え

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
老
母
の
衣
糧
に
充
て
し
め
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
便

す
な
わ

ち
黄
梅
に
往
き
て
五
祖
を
参
礼
せ
し
む
る
こ
と
を
蒙
る
。（
傍
点
筆
者
）

慧
能
は
奇
特
な
一
客
の
お
か
げ
を
蒙
り
、
銀
十
両
を
得
て
、
老
母
の
衣
食
に
当
て
た
後
に
、
弘
忍
の
処
へ
行
っ
た
と
あ
る
。
親
許
を
離

れ
る
と
い
う
不
孝
は
、
出
家
と
い
う
性
質
上
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が

―
厳
密
に
は
慧
能
は
ま
だ
出
家
を
行
っ
て
い
な
い

―
、
間

接
的
で
は
あ
る
が
親
を
養
う
と
い
う
意
味
の
記
述
が
付
け
足
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
幾
分
か
孝
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

書
誌
的
に
は
、
敦
煌
本
は
九
世
紀
中
葉
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
一
〇
世
紀
中
葉
以
降
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
、
宋
代
に
入
り
こ
の
よ
う
な
記
述
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

次
に
、
黄
檗
の
法
嗣
た
る
睦
州
の
機
縁
話
を
分
析
す
る（

（3
（

。
睦
州
に
は
「
陳
蒲
鞋
」
と
い
う
別
称
が
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
そ
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の
由
来
が
時
間
の
経
過
に
よ
り
変
化
し
て
い
る
。
ま
ず
、
五
代
の
『
祖
堂
集
』
に
見
え
る
以
下
の
記
述
を
確
認
し
よ
う
。

陳
和
尚
嗣
黄
蘗
。
在
睦
州
龍
興
寺
。
師
平
生
行
密
行
、
常
製
造
莆
鞋
、
暗
遺
於
人
。
因
此
称
為
陳
莆
鞋
和
尚
是
也
。

（『
祖
堂
集
』
巻
一
九
「
陳
和
尚
章
」
七
二
三
頁
）

陳
和
尚
、黄
蘗
に
嗣
ぐ
。
睦
州
（
＝
現
、浙
江
省
杭
州
）
の
龍
興
寺
に
在
り
。
師
、平
生
密
行
を
行
じ
（
＝
戒
律
を
守
る
）、常
に
莆
鞋
（
＝

ワ
ラ
靴
・
ワ
ラ
ジ
）
を
製
造
し
、
暗ひ

そ
かに

人
に
遺や

れ
り
。
此
に
因
り
て
称
し
て
「
陳
莆
鞋
和
尚
」
と
為
す
は
是
れ
な
り
。

こ
の
記
述
は
字
句
の
異
同
は
あ
る
が
、『
景
徳
伝
灯
録
』
も
承
け
て
い
る
。「
陳
蒲
鞋
」
と
い
う
名
は
、「
常
に
ワ
ラ
ジ
を
作
り
密
か
に

人
に
渡
し
て
い
た
こ
と
」
に
由
来
す
る
と
言
う
。
し
か
し
、『
宗
門
聯
灯
会
要
』
以
降
は
、ほ
と
ん
ど
が
次
の
記
述
を
承
け
る
こ
と
と
な
る
。

本
郡
人
。
得
旨
断
際
。
初
居
筠
州
米
山
、
後
住
睦
州
観
音
。
常
百
餘
衆
、
知
道
不
偶
世
、
捨
衆
居
開
元
寺
房

0

0

0

0

0

0

0

、
織
蒲
鞋
養
其
母

0

0

0

0

0

0

。（
傍

点
筆
者
）

（『
宗
門
聯
灯
会
要
』
巻
八
「
睦
州
陳
尊
宿
」Z136.569b

）

本
郡
の
人
な
り
。
断
際
（
＝
黄
檗
）
に
旨
を
得
る
。
初
め
筠
州
の
米
山
に
居
し
、
後
に
睦
州
の
観
音
に
住
す
。
常
に
百
餘
衆
あ
る
も
、

不
偶
の
世
を
知

し道
り
、
衆
を
捨
て
開
元
寺
の
房
に
居
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
蒲
鞋
を
織
り
其
の
母
を
養
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
傍
点
筆
者
）

住
職
を
務
め
た
寺
や
経
緯
は
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
は
問
題
で
は
な
く
、
注
目
す
べ
き
は
「
大
衆
を
捨
て
、
開
元
寺
の
房
舎
に
住
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ま
い
、
ワ
ラ
ジ
を
作
り
な
が
ら
母
を
養
っ
た
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
母
の
こ
と
に
全
く
触
れ
て
い
な
か
っ
た
話
が
、
明
確
に

母
を
養
う
話
へ
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
宗
門
聯
灯
会
要
』
は
、
南
宋
の
「
淳
熈
己
酉
（
一
一
八
九
）
三
月
」
の
序
を
持
っ

て
い
る
。

上
記
の
二
点
と
例
は
少
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
こ
で
挙
げ
た
二
例
は
、
宋
代
に
入
り
母
を
間
接
、
な
い
し
直
接
養
う
話
に
変
化
し
て

い
る
。
こ
の
変
化
に
つ
い
て
、
前
項
ま
で
の
分
析
を
踏
ま
え
れ
ば
、
禅
僧
の
出
家
と
孝
の
矛
盾
を
整
合
す
る
意
図
が
裏
に
潜
ん
で
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
前
述
の
と
お
り
、
禅
僧
が
実
際
に
親
元
へ
帰
る
こ
と
を
示
唆
し
た
表
現
も
宋
代
以
降
に
増
え
て
い
る（

（3
（

。

以
上
を
手
が
か
り
と
し
て
、
以
下
に
挙
げ
る
『
五
家
正
宗
賛
』
に
見
え
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
異
説
と
、『
韻
府
群
玉
』
の
「
黄
檗
度

母
話
」
と
の
関
係
を
分
析
し
よ
う
。

師
俗
居
貧
。
母
老
、
聞
師
住
黄
蘗
、
特
来
相
見
、
師
不
顧
。
母
為
飢
寒
、
至
大
義
渡
頭
、
失
脚
攧
死
、
後
果
生
天
。
夢
師
曰
、「
我

当
時
若
受
汝
一
粒
米
、
当
堕
地
獄
。
寧
有
今
日
。」
再
拝
而
去
。

（『
五
家
正
宗
賛
』「
黄
檗
章
」Z135.458a

）

師
の
俗
居
は
貧
な
り
。
母
老
い
、
師
の
黄
蘗
に
住
す
る
を
聞
き
て
、
特
に
来
り
て
相
見
す
る
も
、
師
顧
み
ず
。
母
飢
寒
の
為
に
、
大

義
渡
頭
に
至
り
、
失
脚
し
攧
死
す
る
も
、
後
果
、
天
に
生
ず
。
夢
に
師
に
曰
わ
く
、「
我
れ
当
時
、
若
し
汝
に
一
粒
米
を
受
く
れ
ば
、

当
に
地
獄
に
堕
せ
ん（

（4
（

。
寧
ぞ
今
日
有
ら
ん
や
」
と
。
再
び
拝
し
て
去
る
。

黄
檗
章
に
言
う

―
黄
檗
の
生
家
は
貧
し
か
っ
た
。
母
は
老
い
、
子
が
黄
檗
山
の
住
持
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
来

て
相
見
を
願
っ
た
が
、
黄
檗
は
母
を
顧
み
な
か
っ
た
。
母
は
飢
餓
と
寒
さ
の
た
め
に
、〔
郷
里
の
〕
大
義
渡
で
、
あ
や
ま
っ
て
河
に
落
ち
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死
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
の
、
後
に
天
に
転
生
し
た
。〔
母
は
〕
黄
檗
の
夢
枕
に
立
ち
言
っ
た
、「
私
は
あ
の
時
、
も
し
あ
な
た
に
一
粒
で
も

米
を
も
ら
い
受
け
て
い
た
ら
、
必
ず
地
獄
に
落
ち
て
い
た
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
天
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う

か
」
と
。
そ
し
て
〔
母
は
〕
礼
拝
し
て
去
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
黄
檗
の
母
が
「
大
義
渡
」
に
お
い
て
溺
死
し
、
天
に
昇
る
点
が
共
通
す
る
も
、
秉
炬
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
ず
、
黄
檗
の
母

へ
の
対
応
も
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
話
を
『
韻
府
群
玉
』
の
話
と
比
べ
る
と
、
少
な
く
と
も
『
韻
府
群
玉
』
の
方
が
孝
を
意
識
し
た

話
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、年
代
的
に
は
、『
五
家
正
宗
賛
』
は
、南
宋
の
希
叟
紹
曇
（
生
没
年
未
詳
）
に
よ
り
、宝
佑
二
年
（
一
二
五
四
）

に
成
り
、『
韻
府
群
玉
』
が
成
っ
た
一
三
〇
七
年
に
比
べ
る
と
五
〇
年
ほ
ど
前
に
な
る
。

以
上
か
ら
、「
黄
檗
度
母
話
」
は
『
五
家
正
宗
賛
』
の
話
か
ら
『
韻
府
群
玉
』
の
話
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
孝
の
観
点
か
ら
変
化
し
て
い
た
慧
能
と
睦
州
の
話
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
黄
檗
度
母
話
」
も
『
五
家
正
宗
賛
』
の

異
説
か
ら
、
孝
が
強
調
さ
れ
た
『
韻
府
群
玉
』
の
話
へ
と
結
実
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
節
で
行
う
書
誌
的
な
側
面
か
ら

の
分
析
を
踏
ま
え
る
と
事
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

と
も
あ
れ
、
少
な
く
と
も
『
韻
府
群
玉
』
の
「
黄
檗
度
母
話
」
は
不
完
全
で
は
あ
る
が
孝
の
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、『
五
家
正

宗
賛
』
の
異
説
に
比
し
て
、
孝
と
い
う
点
に
お
い
て
成
熟
し
た
話
だ
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
後
代
に
お
い
て
受
容
さ
れ
た
の
が
『
韻
府
群

玉
』
の
話
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

二
―
三　

小
結

本
節
の
分
析
に
よ
り
、「
一
子
出
家
、九
族
生
天
」
の
語
を
そ
の
中
に
取
り
込
み
、「
省
侍
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
「
黄
檗
度
母
話
」
は
、

仏
教
と
孝
の
問
題
を
背
景
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
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し
か
し
、
こ
の
話
を
一
見
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
『
五
家
正
宗
賛
』
の
異
説
も
含
め
、
黄
檗
は
母
の
生
存
中
に
孝
の
実
践
を
行
っ
て
い

な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
話
は
「
省
侍
」
を
思
う
も
行
動
に
移
さ
ず
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
と
い
う
仏
教
が
孝
を
強
調
す
る
際
の

常
套
句
が
見
え
る
も
、
そ
の
内
容
を
見
る
と
異
説
も
含
め
、
孝
を
示
す
話
と
し
て
不
十
分
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
間
接
、
直
接
に

母
を
養
っ
た
と
い
う
慧
能
や
睦
州
の
話
と
比
べ
る
と
一
般
化
せ
ず
、
禅
籍
に
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、「
黄
檗
度
母
話
」
を
直
接
引
用
す
る
も
の
は
見
え
ず
と
も
、
題
材
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
文
章
は
中
国
で
も
見
え
、
さ

ら
に
日
本
に
お
い
て
は
、
異
な
っ
た
解
釈
か
ら
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
話
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
節
を
改
め
分
析
を
行
う
。

三
　「
黄
檗
度
母
話
」
の
中
国
・
日
本
に
お
け
る
成
立
と
受
容

前
述
の
と
お
り
「
黄
檗
度
母
話
」
は
、『
五
家
正
宗
賛
』
の
異
説
を
除
い
て
禅
籍
に
は
一
貫
し
て
採
録
さ
れ
な
い
。
し
か
し
数
少
な
い

な
が
ら
も
、
中
国
・
日
本
両
国
で
こ
の
話
を
題
材
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
文
章
が
見
え
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
以
下
の
二
点
に
つ

き
順
次
分
析
を
行
う
。

（
一
）
中
国
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
成
立
と
受
容

（
二
）
日
本
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
受
容

こ
の
二
点
の
分
析
か
ら
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
書
誌
的
な
成
立
過
程
と
、
中
国
・
日
本
両
国
に
お
け
る
時
代
の
経
過
に
よ
る
受
容
の
差
違
、

さ
ら
に
、
現
在
「
黄
檗
度
母
話
」
が
日
本
で
引
導
の
由
来
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。

三
―
一　

中
国
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
成
立
と
受
容

こ
こ
で
は
、
中
国
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
成
立
と
時
間
の
経
過
に
と
も
な
う
扱
い
の
書
誌
的
な
変
化
を
確
認
す
る
。
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表
（
一
）、
中
国
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
展
開

③

 

⑧

 

⑨ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ② ①
中
国
に
お
い
て
、「
黄
檗
度
母
話
」
を
確
実
に
踏
ま
え
て
い
る
と
言
え
る
も
の
は
少
な
く
、『
韻
府
群
玉
』
の
記
述
を
承
け
る
一
八
世
紀

の
『
佩
文
韻
府
』
や
、
邢
東
風
［
二
〇
一
七
、二
四
―
二
五
］
が
指
摘
す
る
一
九
世
紀
の
『
釈
氏
書
啓
』
と
い
っ
た
近
代
以
降
の
も
の
を

除
く
と
、管
見
の
限
り
前
述
の
即
非
に
よ
る
「
黄
檗
和
尚
度
母
図
」
と
い
う
賛
題
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、実
は
こ
れ
を
収
録
す
る
『
即

非
禅
師
全
録
』（
康
煕
三
三
年
（
一
六
九
四
）
序
刊
）
は
、「
崇
福
寺
語
録
」
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
渡
来
僧
で
あ
っ
た
即
非

の
語
の
み
を
ま
と
め
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
中
国
に
お
い
て
確
実
に
「
黄
檗
度
母
話
」
を
踏
ま
え
た
と
言
え
る
も
の
が
、
近

世
ま
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
た
と
え
日
本
で
作
ら
れ
た
賛
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
即
非
が
中
国
在
住
時
か
ら
「
黄
檗
度
母
話
」

を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
、
ま
た
そ
の
出
版
も
中
国
で
な
さ
れ
、
明
版
の
嘉
興
大
蔵
経
に
入
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
即
非
の

頌
も
本
項
に
お
い
て
分
析
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、即
非
の
師
で
あ
り
同
じ
く
渡
来
僧
の
隠
元
隆
琦
（
一
五
九
二
―
一
六
七
三
）
に
も
、

「
黄
檗
度
母
話
」
を
踏
ま
え
た
偈
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
隠
元
が
中
国
に
お
い
て
既
知
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
隠
元
の
偈
は
日
本
で

作
ら
れ
た
こ
と
が
確
実
な
た
め
、
次
項
に
お
い
て
分
析
を
行
う
。

さ
て
、
本
稿
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
分
析
し
た
中
国
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
に
関
す
る
資
料
は
以
下
の
四
種
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
分

析
の
基
礎
と
な
る
『
韻
府
群
玉
』
の
「
黄
檗
度
母
話
」、
そ
し
て
『
五
家
正
宗
賛
』
の
異
説
、
さ
ら
に
、「
黄
檗
度
母
話
」
を
題
材
に
し
た

と
思
し
い
運
庵
の
偈
頌
と
、
確
実
に
踏
ま
え
て
い
る
即
非
の
賛
で
あ
っ
た
。

以
上
の
四
種
の
資
料
を
含
め
、
一
八
世
紀
の
『
佩
文
韻
府
』
ま
で
で
、
中
国
に
お
い
て
「
黄
檗
度
母
話
」
を
題
材
に
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
現
存
資
料
は
九
種
あ
る
。
こ
れ
を
、
年
代
ご
と
に
①
か
ら
⑨
の
番
号
を
振
り
、
以
下
の
表
に
ま
と
め
る
。
な
お
、
作
品
の
出
典
詳

細
と
内
容
は
本
稿
末
尾
に
「
資
料
【
中
国
】」
と
し
て
付
録
し
た
。
ま
た
表
中
の
網
が
け
⑦
は
、
分
析
の
基
礎
と
な
る
「
黄
檗
度
母
話
」

で
あ
り
、
年
代
は
該
当
文
章
の
作
者
の
生
没
年
、
も
し
く
は
収
録
さ
れ
る
書
籍
の
成
立
年
か
ら
の
概
算
で
あ
る
。
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表
（
一
）、
中
国
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
展
開

③

 

⑧

 

⑨ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ② ①
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表
中
の
①
か
ら
⑥
ま
で
の
④
の
異
説
を
除
く
五
種
の
資
料
は
、「
大
義
渡
」
と
い
う
語
と
父
母
へ
の
孝
を
想
起
さ
せ
る
表
現
か
ら
、「
黄

檗
度
母
話
」
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、そ
の
中
で
も
①
、②
は
母
を
想
定
し
た
表
現
で
あ
る
。
ま
た
⑥
は
、『
韻
府
群
玉
』
の
「
黄

檗
度
母
話
」
が
成
文
化
さ
れ
る
以
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
足
を
濯
ぐ
」
と
い
う
、
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
表
現
が
見
え
る
。
そ
し

て
②
に
見
え
る
母
の
眼
が
不
自
由
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
④
の
異
説
に
も
⑦
の
「
黄
檗
度
母
話
」
に
も

見
え
な
い
が
、
後
代
の
⑧
や
次
項
で
見
る
日
本
で
の
受
容
で
は
通
説
に
な
る
表
現
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
⑦
の
「
黄
檗
度
母
話
」
に
見
え

る
表
現
や
、
後
代
に
受
容
さ
れ
た
要
素
は
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
資
料
成
立
の
側
面
か
ら
「
黄
檗
度
母
話
」
を
見
れ
ば
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
五
家
正
宗
賛
』
の
異
説
か
ら
『
韻

府
群
玉
』の
話
へ
と
移
行
し
た
と
単
純
に
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
言
え
る
こ
と
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

一
点
目
は
、「
黄
檗
度
母
話
」
を
指
す
と
思
し
い
表
現
は
一
二
世
紀
中
期
以
降
に
見
え
、
そ
れ
が
一
三
世
紀
中
期
の
④
の
異
説
と
し
て
、

ま
た
一
四
世
紀
初
頭
の
⑦
の
「
黄
檗
度
母
話
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
成
文
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
二
点
目
は
、
⑦
が
成
文

化
さ
れ
て
以
降
は
、
⑦
を
基
礎
に
話
が
練
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
次
項
で
分
析
す
る
よ
う
に
日
本
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
構
成
を
見
る
と
、
孝
の
観
点
を
中
心
に
仏
典
や
中
国
の
古
典
か
ら
集
め
ら
れ
た
様
々
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
な
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
中
国
に
残
さ
れ
て
い
る
「
黄
檗
度
母
話
」
を
題
材
と
す
る
作
品
は
、
一
二
世
紀
以
降
、
そ
れ
が
文
章
化
さ
れ
た
一
四
世
紀
頃
の

間
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
の
も
の
は
、
題
材
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
⑧
の
一
七
世
紀
の
即
非
の
も
の
ほ
ど
で
あ
り
、

中
国
仏
教
界
で
は
題
材
と
し
て
引
用
す
る
価
値
を
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
即
非

の
賛
が
日
本
で
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、「
黄
檗
度
母
話
」
は
文
章
化
さ
れ
た
前
後
以
降
、
中
国
仏
教
界
で
近
代
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん

ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る（

（4
（

。

な
お
、
諸
資
料
が
「
黄
檗
度
母
話
」
を
承
け
て
い
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
存
し
て
い
な
い
、
黄
檗
以
外
の
「
大
義
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渡
」
に
お
け
る
説
話
や
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
異
説
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、現
時
点
で
「
黄
檗
度
母
話
」

以
外
に
「
大
義
渡
」
と
い
う
語
を
用
い
た
他
の
伝
承
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
本
稿
で
挙
げ
た
諸
資
料
を
、
現
存
の
「
黄
檗

度
母
話
」
と
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
近
い
話
が
当
時
、
存
在
し
た
可
能
性
を
示
す
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ

う（
（4
（

。以
上
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
文
章
化
さ
れ
て
以
降
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
「
黄
檗
度
母
話
」
が
、
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
扱
わ
れ
た
の
か
、
次
項
に
お
い
て
分
析
す
る
。

三
―
二　

日
本
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
受
容

こ
こ
で
は
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
日
本
に
お
け
る
受
容
と
、
引
導
の
由
来
と
な
っ
た
経
緯
を
分
析
す
る
。

管
見
の
限
り
、
日
本
に
お
け
る
最
も
古
い
「
黄
檗
度
母
話
」
を
題
材
と
し
た
用
例
は
、
鎌
倉
末
か
ら
室
町
初
期
の
五
山
僧
で
あ
る
雪
村

友
梅
（
一
二
九
〇
―
一
三
四
七
）
に
よ
る
、
以
下
の
文
章
で
あ
る
。

…
…
君
看
大
義
渡
頭
人
、
入
門
不
解
腰
包
走
、
胸
中
五
迸（

逆
）罪

弥
天
、
格
外
一
機
気
衝
斗
。
…
…

（『
宝
覚
真
空
禅
師
録
』
坤
「
大
道
周
兄
知
蔵
（
魯
山
良
周
カ
）、
皈
郷
省
親
、
求
語
以
為
途
中
警
策
、
予
因
熟
識
、
不
得
固
辞
、
信
筆
塞
白
云
尓
」・�

玉
村
竹
二
［
一
九
六
九
、八
〇
五
］）

…
…
君
看
よ
大
義
渡
頭
の
人
、
門
に
入
る
も
腰
包
を
解
か
ず
走ゆ

く
、
胸
中
の
五
逆
罪
は
弥
天
な
る
も
、
格
外
の
一
機
の
気
は
衝
斗
な

り
。
…
…
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雪
村
は
、
大
道
周
兄
知
蔵
が
帰
省
す
る
際
に
戒
め
て
言
う

―
大
義
渡
の
岸
辺
の
人
（
＝
黄
檗
）
を
見
よ
、〔
母
の
家
の
〕
門
に
入
る
も

腰
を
落
ち
着
け
る
こ
と
な
く
立
ち
去
っ
た
。〔
母
に
声
を
か
け
な
い
そ
の
〕
心
は
と
て
つ
も
な
い
大
罪
だ
が
、
規
格
外
の
そ
の
志
は
こ
の

上
な
く
高
い
。
…
…

こ
の
文
章
は
、
後
文
に
「
貞
和
丙
戌
九
月
九
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
一
三
四
六
年
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
大
義
渡
」
と

い
う
語
や
、「
門
に
入
る
も
腰
包
を
解
か
ず
走ゆ

く
」
と
い
う
箇
所
か
ら
、
異
説
で
は
な
い
「
黄
檗
度
母
話
」
を
承
け
て
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
で
「
黄
檗
度
母
話
」
が
成
文
化
さ
れ
て
程
な
く
、
日
本
に
お
い
て
も
そ
れ
を
承
け
た
文
章
が
見
え
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
文
章
を
皮
切
り
に
、「
黄
檗
度
母
話
」
を
題
材
に
用
い
る
例
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
右
に
見
た
雪
村

を
含
め
、
八
人
の
禅
僧
と
一
人
の
浄
土
真
宗
僧
の
文
章
や
偈
頌
に
確
認
で
き
る
。
以
下
、
人
物
ご
と
に
①
か
ら
⑨
ま
で
番
号
を
付
け
、
右

か
ら
生
年
順
に
並
べ
表
に
ま
と
め
る
。
な
お
、
本
項
で
分
析
す
る
①
雪
村
と
⑨
明
伝
、
以
外
の
作
品
の
出
典
詳
細
と
内
容
に
つ
い
て
は
、

本
稿
末
に
「
資
料
【
日
本
】」
と
し
て
付
録
し
た
。

表
（
二
）、
日
本
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
継
承

⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

「黄檗度母話」の形成と受容 　78



表
（
二
）、
日
本
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
継
承

⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
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「
黄
檗
度
母
話
」
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
室
町
期
か
ら
江
戸
期
の
一
四
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
、
題
材
と
し
て
一
定
に
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
表
に
は
九
人
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
う
ち
横
川
景
三
が
三
種
、
大
休
宗
休
が
二
種
の
作
品
を
残
し
て
い

る
か
ら
、
合
計
一
二
種
類
の
「
黄
檗
度
母
話
」
を
踏
ま
え
た
作
品
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
中
国
に
お
い
て
一
四
世
紀
以
降
、
ほ

と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
る（

（4
（

。

そ
し
て
、
特
筆
す
べ
き
は
葬
祭
の
偈
頌
に
引
用
さ
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
表
の
う
ち
、
①
、
⑥
の
「
道
号
頌
」、
⑦
、

⑧
の
四
つ
以
外
の
八
つ
は
、
何
ら
か
の
葬
祭
に
関
わ
っ
た
際
の
作
品
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
受
容
状
況
は
、
中
国
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る（

（4
（

。
そ
し
て
、
そ
れ
が
明
確

に
示
さ
れ
る
の
が
、
⑨
の
『
真
宗
百
通
切
紙
』
巻
一
三
、五
七
「
他
宗
に
引
導
有
り
当
流
に
之
れ
無
き
事
（
有
他
宗
引
導
当
流
無
之
事
）」
に

見
え
る
、
以
下
の
文
章
で
あ
る
。

問
、「
他
宗
有
下
炬
、
無
当
流
。
其
意
如
何
」。
答
、「
禅
家
黄
蘗
禅
師
母
ヲ
引
導
ス
。
其
句
云
、『
広
河
源
乾
徹
底
、
是
此
五
逆
無
所

蔵
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」、
若
是
妄
語
諸
仏
妄
語
矣
』。
黄
蘗
禅
師
母
ヲ
引
導
シ
テ
ヨ
リ
禅
家
ニ
引
導
ス
。
禅
家
ノ
引
導
ヲ
見

テ
他
宗
モ
他
宗
ノ
以
意
引
導
ス
ト
見
ヘ
タ
リ
」。

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、『
真
宗
百
通
切
紙
』
第
二
冊
、
五
丁
裏
―
七
丁
表
）

問
う
、「
他
宗
に
下あ

炬こ

有
り
て
、
当
流
に
無
し
。
其
の
意
如い

か
ん何

」
と
。
答
う
、「
禅
家
の
黄
檗
禅
師
、
母
を
引
導
す
。
其
の
句
に
云
わ

く
、『
広
河
の
源
、
徹
底
し
て
乾
く
、
是
れ
此
の
五
逆
蔵か

く

す
所
無
し
、「
一
子
出
家
す
れ
ば
、
九
族
天
に
生
ず
」
と
、
若も是
し
妄
語
な

ら
ば
諸
仏
も
妄
語
な
り
』
と
。
黄
檗
禅
師
、
母
を
引
導
し
て
よ
り
禅
家
に
引
導
す
。
禅
家
の
引
導
を
見
て
他
宗
も
他
宗
の
意
を
以
て

引
導
す
と
見
え
た
り
」
と
。
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浄
土
真
宗
に
は
な
い
秉
炬
儀
礼
と
引
導
の
意
味
を
問
わ
れ
て
答
え
る

―
禅
門
の
黄
檗
禅
師
が
母
に
引
導
を
し
た
。
そ
の
句
に
言
っ
た

と
い
う
、「
こ
の
広
い
河
が
す
っ
か
り
干
上
が
り
、
無
間
地
獄
に
落
ち
る
大
罪
を
隠
す
と
こ
ろ
は
な
い
、『
一
人
が
出
家
す
れ
ば
九
族
が
天

に
生
じ
る
』
と
い
う
、
も
し
こ
れ
が
嘘
で
あ
れ
ば
諸
仏
は
嘘
を
つ
い
た
こ
と
に
な
る
」
と
。
黄
檗
禅
師
が
母
を
引
導
し
た
こ
と
に
よ
り
、

禅
宗
で
は
引
導
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。〔
そ
し
て
、〕
禅
宗
の
引
導
を
見
て
、
他
の
宗
派
も
そ
の
宗
派
な
り
の
引
導
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

『
真
宗
百
通
切
紙
』（
跋
文
、
延
宝
九
年
・
一
六
八
一
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
備
中
笠
岡
（
現
、
岡
山
県
笠
岡
市
）、
浄
心
寺
の
明
伝
（
一
六
三
二

―
一
七
〇
九
）
に
よ
り
著
さ
れ
た
、
浄
土
真
宗
の
儀
式
、
儀
礼
に
つ
い
て
の
宗
旨
と
し
て
の
解
説
書
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
よ
う
に
、

当
時
、「
黄
檗
度
母
話
」
が
引
導
の
由
来
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、無
著
が
『
禅
林
象
器
箋
』
で
「
喪
薦
類
・

秉
炬
」
に
こ
の
話
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
（
注
2
参
照
）。
ま
た
浄
土
真
宗
僧
の
明
伝
が
著
作
で
引
用
し
、
さ
ら
に
同
時
期
の

狩
野
常
信
（
一
六
三
六
―
一
七
一
三
）
が
こ
の
話
を
絵
図
の
題
材
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
宗
派
の
枠
を
超
え
こ
の
話
が
知
ら
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
る（

（4
（

。

以
上
、
日
本
に
お
い
て
「
黄
檗
度
母
話
」
は
、
当
初
か
ら
禅
僧
に
よ
り
文
章
や
詩
偈
の
題
材
と
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
受
容
か
ら

ほ
ど
な
く
し
て
、
葬
祭
の
法
語
と
し
て
も
多
く
用
い
ら
れ
、
最
終
的
に
は
引
導
の
由
来
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
た
の
で
あ
っ
た
。

三
―
三　

小
結

中
国
と
日
本
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
の
受
容
態
度
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
「
黄
檗
度
母

話
」
は
、
文
章
化
さ
れ
た
時
代
の
前
後
以
降
は
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
禅
僧
が
作
品

の
題
材
と
し
て
受
容
し
た
上
で
、中
国
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
葬
祭
の
際
の
偈
頌
等
に
多
く
用
い
ら
れ
、最
終
的
に
は
引
導
の
も
と
に
な
っ
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た
話
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
中
国
に
お
い
て
も
「
黄
檗
度
母
話
」
中
に
「
秉
炬
法
語
に
云
わ
く
」
と
い
う
語
が
あ
る
た
め
に
、
こ
の
話
が
葬
祭
を
連
想
さ
せ

る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
現
存
資
料
に
そ
れ
を
示
す
も
の
は
見
当
た
ら
な
い（

（4
（

。

お
わ
り
に

以
上
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
内
容
構
成
と
話
が
作
成
さ
れ
た
目
的
、
そ
し
て
中
国
・
日
本
両
国
に
お
け
る
話
の
形
成
過
程
と
受
容
に
つ

い
て
分
析
を
行
っ
た
。

こ
の
作
業
に
よ
り
、「
黄
檗
度
母
話
」
の
構
成
に
つ
い
て
、
仏
典
や
中
国
の
古
典
に
見
え
る
説
話
等
を
組
み
合
わ
せ
て
形
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
も
、
中
国
仏
教
が
常
に
対
峙
し
た
孝
の
問
題
か
ら
、
禅
宗
が
孝
に
反
し
な
い
こ
と
を
示
す
目
的
で
南
宋
代

頃
に
作
成
さ
れ
た
説
話
類
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
当
時
、禅
宗
に
求
め
ら
れ
て
い
た
孝
に
応
え
る
た
め
に
、種
々

の
要
素
が
組
み
合
わ
さ
れ
、『
五
家
正
宗
賛
』
の
異
説
を
生
み
な
が
ら
、
最
終
的
に
『
韻
府
群
玉
』
に
見
え
る
「
黄
檗
度
母
話
」
に
成
熟

し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
話
が
な
ぜ
黄
檗
に
仮
託
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
福
州
の
地
に
あ
る
「
大
義
渡
」
と
い
う
名
と
、

そ
の
地
に
出
自
を
持
つ
臨
済
宗
祖
の
師
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
黄
檗
が
選
ば
れ
た
可
能
性
が
あ
る（

（4
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
孝
を
示
す
に
は
不
完
全
な
こ
の
話
は
、
中
国
で
は
俗
説
の
域
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
見
え
、
異
説
を
除
い
て
禅

籍
に
採
録
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
題
材
に
し
た
と
思
わ
れ
る
偈
頌
等
は
こ
の
話
が
文
章
化
さ
れ
る
前
後
に
限
ら
れ
、
以
降
は
ほ
と
ん

ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

一
方
、
日
本
で
は
こ
の
話
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
特
に
葬
祭
に
お
け
る
偈
頌
の
題
材
と
し
て
引
用
さ
れ
、
江
戸
時
代
前
期
に
は
、
宗
派
を
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超
え
て
一
般
に
引
導
法
語
の
起
源
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
に
お
い
て
こ
の
話
は
、
本
来
の

目
的
た
る
禅
宗
が
孝
に
反
し
な
い
と
い
う
文
脈
よ
り
も
、
葬
祭
の
場
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
親
子
の
悲
話
で
あ
り
、
禅
定
力
で
母
を
昇
天
さ

せ
た
感
動
的
な
話
と
し
て
、
受
容
さ
れ
伝
承
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。

以
上
の
よ
う
に
日
本
が
独
自
に
受
容
し
た
「
黄
檗
度
母
話
」
は
、
現
在
で
も
臨
済
・
黄
檗
両
宗
門
の
葬
儀
と
い
う
実
践
の
場
で
想
起
さ

れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
（
河
野
太
通
［
一
九
九
五
、二
五
九
］、
禅
文
化
研
究
所
編
集
部
［
一
九
九
七
、三
］）。

資
料以

下
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
三
―
一
」「
三
―
二
」
に
お
い
て
分
析
を
行
っ
た
、
中
国
・
日
本
に
お
け
る
「
黄
檗
度
母
話
」
を
踏
ま
え
る
と
考

え
ら
れ
る
資
料
で
あ
り
、【
中
国
】【
日
本
】
の
順
に
、
本
文
中
の
表
と
対
応
す
る
番
号
を
振
っ
た
。
ま
た
、
原
文
の
後
に
訓
読
文
を
つ
け
、

す
で
に
本
文
中
に
と
り
あ
げ
た
話
は
参
照
箇
所
を
明
記
し
た
。

【
中
国
】

①
法
雲
（
生
没
年
未
詳
）『
翻
訳
名
義
集
』「
蘇
州
景
徳
寺
普
潤
大
師
行
業
記
」（

（4
（

。

…
…
続
因
慈
母
年
邁
、
思
念
報
親
之
恩
。
遂
謝
事
帰
寧
。
…
…
其
母
後
有
微
疾
。
師
就
臥
床
、
夜
講
心
経
、
念
弥
陀
仏
。
仏
放
金
光
、

母
及
四
方
、
無
不
瞻
覩
。
殊
祥
既
兆
、
臨
終
怡
然
。
火
余
舎
利
、
燦
如
円
珠
。
閲
数
日
、
現
蓮
華
跡
二
茎
、
其
為
生
処
。
蓋
可
知
矣
、

以
此
方
彼
、
大
義
渡
頭
、
為
道
似
乎
岐
致
。

（『
翻
訳
名
義
集
』
巻
一
「
蘇
州
景
徳
寺
普
潤
大
師
行
業
記
」T

54.1055b-c

）

…
…
続
け
て
慈
母
の
年
邁
（
＝
年
老
い
る
）
に
因
っ
て
、
親
の
恩
に
報
い
ん
こ
と
を
思
念
す
。
遂か

く

て
事
を
謝
し
て
帰
寧
す
。
…
…
其

の
母
、
後
に
微
疾
有
り
。
師
、
臥
床
に
就
い
て
、
夜
に
心
経
を
講
じ
、
弥
陀
仏
を
念
ず
。
仏
、
金
光
を
放
つ
こ
と
、
母
の
四
方
に
及
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び
、
瞻
覩
せ
ざ
ら
ん
こ
と
無
し
。
殊
祥
既
兆
し
て
、
臨
終
も
怡
然
た
り
。
火
余
に
舎
利
あ
り
、
燦
と
し
て
円
珠
の
如
し
。
数
日
を
閲へ

て
、
蓮
華
の
跡お

う
こ
と
二
茎
を
現
じ
、
其
の
生
じ
る
処
と
為
る
。
蓋
し
知
ん
ぬ
可
し
、
此
を
以
て
彼
に
方く

ら

ぶ
れ
ば
、
大
義
渡
頭
の
道

為た

る
こ
と
岐
致
（
＝
分
か
れ
道
）
に
似に

乎
た
り
。

②
運
庵
普
願
（
一
一
五
六
―
一
二
二
六
）『
運
庵
普
巌
禅
師
語
録
』「
大
義
渡
」。「
一
―
一
」
五
三
頁
参
照
。

③
『
雑
毒
海
』
天
目
文
礼
（
松
源
崇
岳
（
一
一
三
二
―
一
二
〇
二
）
の
法
嗣
・
一
一
六
七
―
一
二
五
〇
）「
大
義
渡
」　

白
頭
望
尽
万
重
山
、
曠
劫
恩
波
徹
底
乾
。
不
是
胸
中
蔵
忤
逆
、
出
家
端
的
報
親
難
。

（『
雑
毒
海
』
巻
四
、「
大
義
渡
」Z114.74a

）

白
頭
（
＝
老
人
の
形
容
）、
万
重
の
山
を
望
尽
す
。
曠
劫
の
恩
波
、
徹
底
し
て
乾
く
。
胸
中
に
忤
逆
（
＝
不
孝
）
を
蔵か

く

す
に
不あ

是ら

ず
。

出
家
の
端
的
親
難
に
報
ゆ
。

④
希
叟
紹
曇
（
生
没
年
未
詳
）『
五
家
正
宗
賛
』「
黄
檗
章
」、「
黄
檗
度
母
話
」
異
説
。「
二
―
二
」
七
一
頁
参
照
。

⑤
希
叟
紹
曇
（
生
没
年
未
詳
）『
希
叟
紹
曇
禅
師
語
録
』「
示
東
川
希
革
侍
者
。
往
江
陵
省
親（

（5
（

」

森
羅
万
像
、
介
甲
昆
虫
、
総
是
生
身
父
母
。
春
水
満
沢
、
夏
雲
奇
峰
、
秋
月
揚
輝
、
冬
松
孔
秀
。
時
時
順
色
、
日
日
承
顔
。
冷
面
相

看
、
少
曽
間
隔
。
豈
不
思
大
義
渡
。
放
慕
顧
一
著
子
。（『

希
叟
紹
曇
禅
師
語
録
』「
法
語
」「
示
東
川
希
革
侍
者
。
往
江
陵
省
親
」Z122.177a

）

森
羅
万
像
、
介
甲
昆
虫
、
総
て
是
れ
生
身
の
父
母
。
春
水
（
＝
雪
解
け
水
）
沢
に
満
ち
、
夏
雲
（
＝
入
道
雲
）
奇
峰
、
秋
月
揚
輝
、
冬
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松
孔
秀
。
時
時
に
順
色
し
、
日
日
に
承
顔
（
＝
孝
養
を
尽
く
す
）
す
。
冷
面
相
い
看
る
に
、
少や

や
間
隔
を
曽ま

す
。
豈
に
大
義
渡
を
思
わ

ず
や
、
一
著
子
（
＝
こ
の
一
件
）
を
慕
顧
（
＝
仰
ぎ
慕
う
）
す
る
こ
と
を
放ゆ

る

す
。

⑥
『
湖
江
風
月
集
』
毒
海
妙
慈
（
生
没
年
未
詳
）「
大
義
渡（

（5
（

」

濯
足
機
先
被
熱
瞞
、
黄
金
之
義
鉄
心
肝
。
十
成
報
徳
酬
恩
句
、
万
古
一
江
風
月
寒
。

（
芳
澤
勝
弘
［
二
〇
〇
三
、一
四
五
］
毒
海
慈
和
尚
「
大
義
渡
」）

足
を
濯
ぐ
機
先
に
熱
瞞
（
＝
全
く
騙
さ
れ
る
）
せ
ら
る
、
黄
金
の
義
（
＝
黄
檗
の
母
へ
の
孝
・
母
の
黄
檗
へ
対
す
る
恩
）、
鉄
心
の
肝
。
十

成
に
徳
を
報
じ
て
恩
に
酬
う
る
の
句
、
万
古
、
一
江
、
風
月
寒
し
。

⑦
『
韻
府
群
玉
』「
足
心
誌
」「
黄
檗
度
母
話
」。「
は
じ
め
に
」
四
七
―
四
八
頁
参
照
。

⑧
即
非
如
一
（
一
六
一
六
―
一
六
七
一
）「
黄
檗
和
尚
度
母
図
」
賛　
「
一
―
一
」
五
四
―
五
五
頁
、
注
（
16
）
参
照
。

⑨
『
佩
文
韻
府
』「
足
心
誌
」「
黄
檗
度
母
話
」。

『
韻
府
群
玉
』
と
ほ
ぼ
同
文
。（
台
湾
商
務
印
書
館
本
『
佩
文
韻
府
』、
第
三
冊
、
一
四
九
一
頁
上
一
四
九
一
ａ
）

【
日
本
】

①
雪
村
友
梅
（
一
二
九
〇
―
一
三
四
七
）　
「
三
―
二
」
七
七
頁
参
照
。

「
大
道
周
兄
知
蔵
（
魯

マ
マ

山
良
周
カ
）、
皈
郷
省
親
、
求
語
以
為
途
中
警
策
、
予
因
熟
識
、
不
得
固
辞
、
信
筆
塞
白
云
尓
」　
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②
天
隠
龍
沢
（
一
四
二
二
―
一
五
〇
〇
）

「
喜
多
野
天
用
性
公
居
士
三
十
三
年
拈
香
」

…
…
大
日
本
国
播
州
揖
東
郡
居
住
奉
三
宝
弟
子
孝
男
剛
綱
、
文
明
十
二
年
七
月
廿
六
日
、
乃
先
考
天
用
性
公
禅
定
門
三
十
三
年
忌
辰

也
。
…
…
黄
蘗
断
際
禅
師
、
其
母
喪
明
、
追
黄
檗
不
及
、
没
水
以
死
。
黄
檗
秉
炬
、
吐
「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
之
語
。
則
其
母

生
天
、
后
人
名
其
処
、
曰
大
義
渡
。
則
綱
公
、
今
日
就
于
大
義
、
営
父
忌
斎
。
且
道
、「
与
黄
檗
救
母
、
是
同
是
別
、」
咄
。
…
…
一

夢
人
門
墓
草
荒
、
傷
心
三
十
有
三
霜
。
依
然
九
族
生
天
去
、
大
義
渡
頭
秋
月
凉
。

（『
翠
竹
真
如
集
』・
玉
村
竹
二
［
一
九
七
一
、八
九
六
―
八
九
八
］）　

（『
黙
雲
稿
』・
玉
村
竹
二
［
一
九
七
一
、九
三
二
―
九
三
四
］）

…
…
大
日
本
国
、
播
州
揖
東
郡
、
居
住
の
三
宝
の
弟
子
、
孝
男
剛
綱
を
奉
り
、
文
明
十
二
年
（
＝
一
四
八
〇
）
七
月
廿
六
日
、
乃
ち

先
の
考
天
用
性
公
禅
定
門
、
三
十
三
年
忌
辰
な
り
。
…
…
黄
蘗
断
際
禅
師
、
其
の
母
喪
明
し
、
黄
檗
を
追
う
も
及
ば
ず
、
水
に
没
し

以
て
死
す
。
黄
檗
秉
炬
し
て
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
の
語
を
吐
く
。
則
ち
其
の
母
、
生
天
し
、
后
人
、
其
の
処
を
名
づ
け
て
、

曰
わ
く
大
義
渡
と
。
則
綱
公
、
今
日
、
大
義
に
就
き
、
父
の
忌
斎
を
営
む
。
且
く
道い

え
、「
黄
檗
の
母
を
救
う
と
、
是
れ
同
な
る
か

是
れ
別
な
る
か
」
と
、
咄
。
…
…
一
夢
の
人
、
門
墓
草
荒
し
、
傷
心
す
三
十
有
三
霜
。
依
然
と
し
て
、
九
族
生
天
し
去
り
、
大
義
渡

頭
の
秋
月
凉
し
。

③
横
川 

景
三
（
一
四
二
九
―
一
四
九
三
）

（1）
「
大
義
傑
巌
禅
師
位
牌
賛
」〔
重
玄
者
永
源
門
額
、
師
曹
源
の
子
〕

重
玄
関
裏
、
無
玄
可
参
。
大
義
渡
頭
、
無
義
可
談
。
不
信
但
看
三
二
月
、
山
花
如
錦
水
如
藍
。

（『
小
補
東
遊
集
』・
玉
村
竹
二
［
一
九
六
七
、六
一
］）

「黄檗度母話」の形成と受容 　86



重
玄
関
裏
な
る
も
、
無
玄
に
参
ず
べ
し
。
大
義
渡
頭
、
無
義
な
る
こ
と
を
談
ず
べ
し
。
信
ぜ
ざ
れ
ば
但
だ
看
よ
三
二
月
の
み
、
山
花
、

錦
の
如
く
、
水
、
藍
の
如
し
。

（2）
「
蘭
庭
妙
春
大
姉
秉
炬
」

大
義
渡
頭
感
、
九
族
之
生
天
。
在
昔
聞
、
黄
蘗
老
擲
火
把
。

（『
小
補
東
遊
後
集
』・
玉
村
竹
二
［
一
九
六
七
、一
三
六
―
一
三
八
］）

大
義
渡
頭
の
感
、
九
族
の
生
天
。
昔
聞
く
在
り
、
黄
蘗
老
、
火
把と

り
擲な

げ
うつ

と
。

（3）
「
子
酬
字
頌
并
序
」

普
広
派
下
周
恩
侍
者
、
乃
亡
友
用
之
老
人
寵
弟
也
。
癸
巳
（

マ
　
マ

文
明
五
年
）
六
月
廿
四
日
、
適
当
普
広
相
公
（

マ
　
マ

足
利
義
教
）
公
三
十
三
白

之
忌
辰
、枢
府
特
抽
丹
誠
、修
善
薦
冥
、因
命
在
城
之
僧
、各
転
一
位
、而
○マ

マ
（

マ
　
マ
　

恩
也
）
任
外
記
之
職
。
可
謂
光
華
。
就
予
求
立
別
称
、々

以
「
子
酬
」、
拙
偈
一
首
、
以
為
証
云
、「
三
鳳
八
龍
潭
不
干
、
入
無
為
者
実
為
難
。
心
肝
鋳
銕
老
黄
蘗
、
大
義
渡
頭
風
月
寒
。」

（『
補
菴
京
華
前
集
』・
玉
村
竹
二
［
一
九
六
七
、二
二
六
］）

普
広
派
下
の
周
恩
侍
者
、
乃
ち
亡
友
、
用
之
老
人
の
寵
弟
な
り
。
癸
巳
（
＝
文
明
五
年
・
一
四
七
三
）
六
月
廿
四
日
、
適
当
す
、
普
広

相
公
（
＝
足
利
義
教
・
一
三
九
四
―
一
四
四
一
）
三
十
三
白
の
忌
辰
。
枢
府
、
特
に
丹
誠
を
抽
し
、
修
善
、
薦
冥
し
、
因
っ
て
在
城
の

僧
に
命
じ
、
各お

の

お
の
一
位
を
転
ぜ
し
め
、
恩
、
外
記
の
職
に
任
ず
。
謂
う
可
し
光
華
（
＝
光
り
輝
く
）
と
。
予
に
就
い
て
別
称
を
立

つ
る
を
求
め
、
称
、「
子
酬
」
を
以
て
し
、
拙
偈
一
首
に
、
以
て
証
と
為
し
云
わ
く
、「
三
鳳
八
龍
、
潭
不
干
、
無
為
に
入
る
者
、
実

に
難
と
為
す
。
心
肝
、
鉄
を
鋳
る
老
黄
檗
、
大
義
渡
頭
の
風
月
寒
し
」
と
。
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④
東
陽
英
朝
（
一
四
二
八
―
一
五
〇
四
）　

「
南
華
宗
栄
尼
大
師
下
火
」

…
…
豈
不
見
、
親
参
見
洋
嶼
老
漢
、
豁
開
無
著
眼
目
、
更
坐
断
大
義
渡
頭
。
…
…

（『
少
林
無
孔
笛
』T

81.386c

）

…
…
豈
に
見
ず
や
、
親
し
く
洋
嶼
（
＝
福
州
長
楽
の
地
名
）
の
老
漢
に
参
見
す
る
も
、
無
著
の
眼
目
を
豁
開
し
、
更
に
坐
断
す
大
義
渡

頭
。
…
…

⑤
景
徐
周
麟
（
一
四
四
〇
―
一
五
一
八
）

「
依
茂
叔
老
人
悼
亡
親
韻
」

…
…
昔
年
黄
蘗
出
遊
方
、
母
老
思
之
倚
繍
床
。
大
義
渡
頭
天
不
遠
、
飄
飄
水
佩
映
風
裳
。

（『
翰
林
葫
蘆
集
』
巻
一
〇
「
像
賛
・
雑
」・
上
村
観
光
［
一
九
七
三
、五
〇
四
］）

…
…
昔
年
、
黄
蘗
、
遊
方
に
出
で
、
母
老
い
之
を
思
い
繍
床
（
＝
刺
繍
台
）
に
倚
る
。
大
義
渡
頭
、
天
に
遠
か
ら
ず
、
飄
飄
と
水
佩
（
＝

水
で
出
来
た
腰
か
ら
下
げ
る
装
飾
具
）、
風
裳
（
＝
風
で
出
来
た
衣
装
）
を
映
す
。（
※
「
水
佩
風
裳
」
で
美
人
、
転
じ
て
蓮
を
指
す
）

⑥
大
休
宗
休
（
一
四
六
八
―
一
五
四
九
）

（1）
「
追
悼
」「
悼
某
禅
尼
」

返
魂
一
炷
鉄
崑
崙
、
欲
報
元
来
不
是
恩
。
大
義
渡
頭
千
古
恨
、
落
花
流
水
遶
江
村
。

（『
見
桃
録
』T

81.423c

）

返
魂
（
＝
蘇
り
）
の
一
炷
、
鉄
崑
崙
（
＝
堅
固
な
崑
崙
産
の
鉄
、
転
じ
て
堅
固
な
様
）、
報
ぜ
ん
と
欲
す
も
元
来
、
恩
に
不あ

是ら

ず
。
大
義
渡
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頭
の
千
古
の
恨
、
落
花
流
水
、
江
村
を
遶
る
。

（2）
道
号
頌　
「
義
江
」
光
忠
禅
門

濯
足
機
前
落
便
宜
、
急
流
勇
退
運
闍
梨
。
丈
夫
意
気
層
雲
上
、
間
却
渡
頭
風
月
来
。

（『
見
桃
録
』T

81.437c

）

足
を
濯
ぐ
の
機
前
、
便
宜
に
落
つ
、
急
流
勇
退
（
＝
危
険
を
避
け
て
身
の
安
全
を
保
つ
）
す
運
闍
梨
。
丈
夫
の
意
気
、
層
雲
上
、
間
却

の
渡
頭
に
風
月
来
た
る
。

⑦
雪
叟
紹
立
（
生
没
年
未
詳
）

「
無
題
」　記

得
、
黄
蘗
断
際
禅
師
云
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
、
若
不
生
天
諸
仏
妄
語
。」
即
今
ー
ー
、
一
字
出
家
、
九
族
生
天
、
端
的
ー
ー
。

代
云
、「
臥
龍
纔
奮
迅
、
丹
鳳
亦
高
翔
。」

（
芳
澤
勝
弘
［
二
〇
一
五
、三
二
八
下
］）

記
得
す
、
黄
蘗
断
際
禅
師
云
わ
く
、「
一
子
出
家
す
れ
ば
、
九
族
生
天
す
、
若
し
生
天
せ
ざ
れ
ば
諸
仏
妄
語
す
」
と
。
即
今
ー
ー
、

一
子
出
家
、
九
族
生
天
の
端
的
ー
ー
。
代
り
て
云
わ
く
、「
臥
龍
纔
か
に
奮
迅
せ
ば
、
丹
鳳
亦
た
高
翔
す
」
と
。

⑧
隠
元
隆
琦
（
一
五
九
二
―
一
六
七
三
）

「
頌
黄
檗
運
和
尚
隔
江
渡
母
因
縁
」

天
倫
義
重
両
相
関
、
万
里
聞
風
特
地
還
。
寄
宿
道
通
明
大
本
、
拍
盲
愛
結
翳
真
顔
。
掀
翻
慈
海
非
常
事
、
竭
尽
恩
波
豈
等
聞
。
一
擲
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隔
江
三
昧
火
、
頓
超
天
上
与
人
間
。（

平
久
保
章
［
一
九
七
九
、二
七
八
〇
―
二
七
八
一
］
新
纂
校
訂
隠
元
全
集
、
巻
六
『
隠
元
和
尚
雲
涛
二
集
』）

天
倫
と
義
と
重
く
、両ふ

た

つ
な
が
ら
相
関
、万
里
に
風
を
聞
き
特
地
（
＝
わ
ざ
わ
ざ
）
に
還
る
。
寄
宿
し
道
通
じ
て
大
本
を
明
ら
む
る
も
、

拍や
み
く
も盲

に
愛
結
（
＝
妄
執
の
束
縛
）
し
真
顔
を
翳お

お

う
。
慈
海
を
掀
翻
（
＝
裏
返
す
）
す
る
は
非
常
事
な
る
も
、
竭
尽
（
＝
尽
き
る
）
の
恩
波

豈
に
等
し
く
聞
く
や
。
一
擲
江
を
隔
て
る
三
昧
の
火
、
頓
に
超
ゆ
天
上
と
人
間
と
を
。

※
右
の
頌
に
つ
い
て
、
年
譜
に
以
下
の
記
載
あ
り
。

〔
万
治
〕
三
年
庚
子
（
＝
一
六
六
〇
）。
師
六
十
九
歳
…
…
三
月
、
登
応
頂
山
。
礼
白
檀
大
悲
像
。
頌
黄
檗
運
和
尚
隔
江
度
母
因
縁
。

（
平
久
保
章
［
一
九
七
九
、五
二
三
五
］
新
纂
校
訂
隠
元
全
集
、
付
録
『
普
照
国
師
年
譜
』）

⑨
明
伝
（
一
六
三
二
―
一
七
〇
九
）「
三
―
二
」
八
〇
頁
参
照
。

「
有
他
宗
引
導
当
流
無
之
事
」

注（
１
）�

本
稿
は
、
筆
者
が
平
成
三
〇
年
四
月
に
花
園
大
学
に
提
出

し
た
学
位
請
求
論
文
『
黄
檗
希
運
研
究
―
―
そ
の
思
想
と

祖
師
像
の
変
遷
―
―
』
中
の
一
項
目
、「
黄
檗
と
母
の
機

縁
話
」
を
基
と
し
、
新
た
な
資
料
を
加
え
更
に
分
析
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）�『
韻
府
群
玉
』に
出
典
が
あ
る
こ
と
は
、無
著
道
忠（
一
六
五
三

―
一
七
四
五
）
が
指
摘
し
て
い
る
。『
禅
林
象
器
箋
』
巻

一
四
「
喪
薦
類
・
秉
炬
」
参
照
（
柳
田
聖
山
［
一
九
七
九
、 

五
七
四
］）。

（
３
）�
な
お
原
文
で
は
、「
運
―
―
―
一
―
甚
大
」
の
よ
う
に
見

出
し
語
の
箇
所
が
「
―
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
引
の
際

は
適
宜
該
当
す
る
文
字
に
改
め
た
。
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（
４
）�『
韻
府
群
玉
』
で
は
「
痣
」
の
説
明
と
し
て
、「
黒
子
事
」

と
あ
る
。

（
５
）�
現
在
の
日
本
曹
洞
宗
に
お
い
て
は
、
引
導
と
秉
炬
の
由
来

と
し
て
、
釈
迦
荼
毘
時
の
摩
訶
迦
葉
の
点
火
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
（
曹
洞
宗
岐
阜
県
青
年
会
［
二
〇
一
六
、

六
七
］）。

（
６
）�

川
村
雨
香
［
一
九
六
二
、一
―
二
］
参
照
。

（
７
）�『
佩
文
韻
府
』（
台
湾
商
務
印
書
館
本
、
第
三
冊
、
一
四
九
一
ａ
）

に
は
出
典
を
「
伝
灯
録
」
と
す
る
が
、『
景
徳
伝
灯
録
』

を
は
じ
め
、
本
論
中
で
述
べ
る
よ
う
に
禅
籍
に
は
こ
の
話

は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
８
）�『
大
方
等
大
集
経
』
巻
二
〇
「
昧
神
足
品
」
に
、
以
下
の

よ
う
に
見
え
る
。「
属
女
星
者
、
持
戒
楽
施
。
其
人
、
足

下
多
有
黒
子
。
増
長
眷
属
。
寿
八
十
年
。
有
大
名
声
、
無

有
病
痛
、
宜
於
父
母
及
以
兄
弟
。
瞿
曇
、
属
女
星
者
有
如

是
相
。
属
虚
星
者
福
徳
富
貴
。
眷
属
愛
楽
。
慳
悋
不
施
。

寿
六
十
五
。
其
人
足
下
当
有
黒
子
。
瞿
曇
、
属
虚
星
者
有

如
是
相
」（T
13.139c

）。

（
９
）�『
続
高
僧
伝
』
巻
二
〇
「
釈
法
嚮
章
」
の
記
述
は
以
下
の

と
お
り
。「
釈
法
嚮
。
…
…
足
下
有
黒
子
、
円
浄
分
明
。

相
者
曰
、『
長
為
軍
将
、
仍
有
重
名
於
天
下
也
。』」

（T
50.605c

）。

（
10
）�『
能
改
斎
漫
録
』に
は
、次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
袁

天
剛
相
書
云
、『
足
下
有
亀
文
・
黒
子
並
。
大
貴
一
品
宰

輔
之
相
。』」（
上
海
古
籍
出
版
本
『
能
改
斎
漫
録
』
上
冊
、
巻

六「
足
下
黒
子
大
貴
」一
五
六
頁
）。「
袁
天
剛
の
相
書
」と「
亀

文
と
黒
子
が
並
び
有
る
」
と
い
う
一
文
は
未
詳
だ
が
、
少

な
く
と
も
足
下
の
黒
子
が
貴
相
で
あ
り
宰
相
の
相
で
あ
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）�

張
韓
と
安
禄
山
の
足
下
の
黒
子
を
め
ぐ
る
説
話
が
、『
開

天
伝
信
記
』
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。「
安
禄
山
初
為

張
韓
公
帳
下
走
使
之
吏
。
韓
常
令
禄
山
洗
足
。
韓
公
脚
下

有
黒
点
子
、
禄
山
因
洗
脚
而
窃
窺
之
。
韓
公
顧
笑
曰
、『
黒

子
、
吾
貴
相
也
。
独
汝
窺
之
、
亦
能
有
之
乎
。』
禄
山
曰
、

『
某
賤
人
也
。
不
幸
両
足
皆
有
、
比
将
軍
者
黒
而
加
大
、

竟
不
知
是
何
祥
也
。』
韓
公
奇
而
観
之
、
益
親
厚
之
、
約

為
義
児
而
加
薦
寵
焉
」（
上
海
古
籍
出
版
『
開
元
天
宝
遺
事
十

種
』、『
開
天
伝
信
記
』
五
七
頁
）。

（
12
）�『
太
平
広
記
』
巻
五
〇
〇
「
姜
太
師
章
」
に
以
下
の
よ
う

に
見
え
る
。「
蜀
有
姜
太
師
者
、
失
其
名
、
許
田
人
也
。

幼
年
為
黄
巾
所
掠
、
亡
失
父
母
。
従
先
主
征
伐
、
屡
立
功

勲
。
後
継
領
数
鎮
節
鉞
。
官
至
極
品
。
有
掌
厩
夫
姜
老
者
、

事
芻
秣
数
十
年
。
姜
毎
入
厩
、
見
其
小
過
、
必
笞
之
。
如

是
積
年
、
計
其
数
将
及
数
百
。
後
老
不
任
鞭
箠
、
因
泣
告

夫
人
、乞
放
帰
郷
里
。
夫
人
曰
、『
汝
何
許
人
。』
対
曰
、『
許

田
人
。』『
復
有
何
骨
肉
。』
対
曰
、『
当
被
掠
之
時
、
一
妻
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一
男
、
迄
今
不
知
去
処
。』
又
問
其
児
小
字
、
及
妻
姓
氏

行
第
、
並
房
眷
近
親
、
皆
言
之
。
及
姜
帰
宅
、
夫
人
具
言
、

姜
老
欲
乞
仮
帰
郷
、
因
問
得
所
失
男
女
親
属
姓
名
。
姜
大

驚
、疑
其
父
也
。
使
人
細
問
之
、『
其
男
身
有
何
記
験
。』曰
、

『
我
児
脚
心
上
有
一
黒
子
。
余
不
記
之
。』
姜
大
哭
。
密
遣

人
送
出
剱
門
之
外
。
奏
先
主
曰
、『
臣
父
近
自
関
東
来
。』

遂
将
金
帛
車
馬
迎
入
宅
、
父
子
如
初
。
姜
報
撻
父
之
過
、

斎
僧
数
万
、
終
身
不
撻
従
者
。
出
王
氏
見
聞
」（
上
海
古
籍

出
版
社
本
『
太
平
広
記
』
第
四
冊
、
六
二
二
ｂ
―
六
二
三
ａ
）。

（
13
）�『
太
平
御
覧
』
巻
一
八
九
、五
丁
裏
に
以
下
の
よ
う
に
見
え

る
。「
風
俗
通
曰
、『
龎
倹
、
父
先
迯
走
、
随
母
流
宕
。
後

居
郷
里
、
鑿
井
得
銅
、
生
遂
致
富
。
後
買
奴
曰
、「
堂
上

者
我
婦
也
。」
問
、「
其
故
。」
奴
曰
、「
我
婦
姓
艾
、
字
阿

寵
。
足
下
有
黒
子
、
腋
下
有
赤
痣
。」
母
曰
、「
我
翁
也
。」

遂
為
夫
婦
。
…
…
』」（
上
海
書
店
本
『
太
平
御
覧
』
第
六
冊
。

四
部
叢
刊
影
印
）。

（
14
）�「
黄
檗
度
母
話
」
と
状
況
は
異
な
る
が
同
じ
く
再
会
で
き

な
い
話
と
し
て
、
唐
の
湛
然
（
七
七
一
―
七
八
二
）
に
よ
る

『
摩
訶
止
観
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
止
観
輔
行
伝
博
弘
決
』

巻
四
（T

46.265a

）
に
、
蕭
広
済
の
孝
子
伝
に
あ
る
話
（
原

典
現
存
せ
ず
）
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。「
父
母
の
無

い
五
人
の
義
兄
弟
が
、
一
人
の
老
女
を
母
と
拝
し
て

二
十
四
年
間
、
孝
を
尽
く
す
。
そ
し
て
老
女
が
臨
終
に
際

し
て
、
自
ら
の
来
歴
を
語
り
、「
烏
遺
」
と
い
う
名
の
子

が
あ
り
、
七
歳
の
時
に
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
生
き
別
れ
て

な
っ
た
こ
と
、
そ
の
右
足
の
裏
に
は
黒
子
が
あ
っ
た
こ
と

等
を
語
る
。
果
た
し
て
後
に
、
太
守
と
な
っ
て
い
た
烏
遺

に
そ
の
顛
末
を
伝
え
、
五
人
は
そ
れ
ぞ
れ
県
令
に
引
き
立

て
ら
れ
た
」。
こ
の
よ
う
に
、
足
下
の
黒
子
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
っ
て
も
、再
会
を
果
た
さ
な
い
話
が
見
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
話
で
は
当
初
か
ら
母
子
は
物
理
的
に
出
会

っ
て
い
な
い
。

（
15
）�

佐
藤
秀
孝
［
二
〇
一
二
、七
九
―
八
〇
］
は
、
こ
の
偈
に

つ
い
て
と
り
あ
げ
る
が
、「
い
ま
だ
何
れ
の
地
を
指
す
の

か
明
確
に
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
細
か
な
分
析

は
行
っ
て
い
な
い
。

（
16
）�

残
る
即
非
の
「
黄
檗
度
和
尚
度
母
図
」
賛
は
以
下
の
も
の

で
あ
る
。

　
　

 �

黄
金
鋳
就
鉄
心
肝
、
半
偈
驚
開
仏
祖
関
。
母
徳
如
天
酬
已

竟
、
無
双
孝
道
載
三
山
。

　
　

 �（『
即
非
禅
師
全
録
』
巻
一
〇
「
黄
檗
和
尚
度
母
図
」K

38.672c

）

　
　

 �

黄
金
は
鋳
就
す
鉄
心
の
肝
、
半
偈
は
驚
開
す
仏
祖
の
関
。

母
の
徳
、
天
の
如
き
酬
い
已
に
竟
わ
る
も
、
無
双
の
孝
道
、

三
山（
＝
神
仙
が
住
む
伝
説
の
三
山
。
も
し
く
は
、福
州
の
別
称
）

を
載
す
。

　
　

 �　

こ
こ
で
は
、「
黄
檗
度
母
話
」
と
母
へ
の
孝
が
明
確
に
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繋
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
湖
江
風
月
集
』
に
収
録
さ

れ
る
、
毒
海
の
偈
（
資
料
【
中
国
】
⑥
）
を
踏
ま
え
て
い

る
。
な
お
、「
半
偈
」
は
通
常
、「
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
。

生
滅
滅
已
、
寂
滅
為
楽
」
と
い
う
「
無
常
偈
」
の
後
半
二

句
の
こ
と
で
あ
り
、葬
儀
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
、

『
禅
苑
清
規
』
巻
七
「
亡
僧
」
に
「
剪
造
白
幡
書
無
常
偈
」

（Z111.912b

）
と
見
え
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
詳
し
く
は
、

松
浦
秀
光［
一
九
六
九
、一
一
六
―
一
二
四
］参
照
。
な
お
、

邢
東
風
［
二
〇
一
七
、二
五
―
二
六
］
も
「
黄
檗
和
尚
度

母
図
」
賛
、
三
首
を
取
り
あ
げ
て
い
る
が
、
紹
介
に
止
ま

り
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。

（
17
）�

中
国
音
楽
で
用
い
ら
れ
る
五
声
の
内
の
宮
音
と
商
音
の
調

式
。
こ
こ
で
は
宮
商
で
、
音
楽
、
音
律
そ
の
も
の
を
指
す
。

（
18
）�

こ
の
よ
う
な
説
が
生
ま
れ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
各
種

灯
史
が
記
載
す
る
黄
檗
の
特
徴
で
あ
る
「
額
の
肉
珠
」
か

ら
の
連
想
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
19
）�『
盂
蘭
盆
経
』
に
、法
会
に
よ
り
「
七
世
父
母
及
現
在
父
母
」

（T
16.779c

）
を
救
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
仏
法
の
力

に
よ
り
先
祖
を
救
う
と
い
う
点
で
は
関
連
が
あ
る
が
、
本

稿
で
は
出
家
の
功
徳
に
よ
る
救
済
を
分
析
の
対
象
と
し

た
。
な
お
、後
代
に
は
、「
一
子
出
家
、七
世
父
母
悉
脱
苦
」

（
阿
部
泰
郎
［
二
〇
〇
四
、七
三
］
一
三
世
紀
、
日
本
『
往
生
浄

土
伝
』
中
、「
尼
道
香
」）、「
一
子
出
家
、
七
祖
升
天
」（
清
代
『
紅

楼
夢
』
第
一
一
七
回
・
人
民
文
学
出
版
社
本
『
紅
楼
夢
』
第
四
冊
、

一
四
七
〇
頁
）
と
い
う
語
が
見
え
、『
盂
蘭
盆
経
』
の
記
述

に
由
来
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
20
）�

同
じ
く
『
論
衡
』「
道
虚
」
に
「
儒
書
尚
有
言
、『
其
得
道

仙
去
鶏
犬
升
天
。』」
と
、
同
じ
故
事
を
繰
り
返
し
引
い
て

い
る
（『
論
衡
』
巻
七
「
道
虚
」・
中
華
書
局
本
『
論
衡
校
釈
』

第
二
冊
、
三
二
五
頁
）。

（
21
）�

永
井
政
之
［
二
〇
〇
二
、七
］
も
、
中
国
の
俗
諺
を
承
け

て
こ
の
語
が
生
ま
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、『
中
国

俗
語
大
辞
典
』
の
記
述
に
よ
る
指
摘
で
あ
り
、『
論
衡
』

に
言
及
し
て
い
な
い
。

（
22
）�『
洞
山
悟
本
禅
師
語
録
』
に
は
「
辞
北
堂
書
」（T

47.516b

）

と
し
て
収
録
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
に
お
い
て
一
八
世

紀
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
23
）�

北
宋
代
の
『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
巻
二
「
香
林
澄
遠
禅
師

章
」
に
は
、「
問
う
、『
一
子
出
家
す
れ
ば
、
九
族
解
脱
す
』

と
。
目
連
、
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
母
の
地
獄
に
入
る
（
問
、『
一
子

出
家
、
九
族
解
脱
。』
目
連
為
什
麼
母
入
地
獄
）」（Z136.52a

）と

見
え
、
同
じ
く
北
宋
の
張
商
英
（
一
〇
四
三
―
一
一
二
一
）

の
『
護
法
論
』
に
は
、「
豈
不
念
、
古
語
有
云
、『
一
子
出

家
、
九
族
生
天
哉
。』」（T

52.639a

）
と
見
え
る
。

（
24
）�
語
の
派
生
表
現
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
永
井
政
之

［
二
〇
〇
二
、六
］
に
数
点
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
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も
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）�

な
お
、『
韻
府
群
玉
』
に
は
、「
福
清
渡
」
が
立
項
さ
れ
て

お
り
、「
運
禅
師
母
登
天
之
所
、
後
官
司
改
為
大
義
渡
。

詳
痣
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本　

新
増
説
文
『
韻
府
群
玉
』

第
七
冊
、
巻
一
三
、五
〇
丁
表
、「
七
遇
・
渡
・
福
清
渡
」）
と
あ

る
。

（
26
）�

四
庫
全
書
本
『
福
建
通
志
』
巻
二
一
に
は
、
衛
が
貞
観
中

に
そ
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
を
、「
别
駕
衛
総
持
、
任
毅
倶

貞
観
間
任
」
と
載
せ
る
。

（
27
）�『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
四
「
提
婆
達
多
品
」
に
以
下
の
よ
う

に
龍
女
が
正
覚
を
得
た
様
子
が
見
え
る
。「
当
時
衆
会
、

皆
見
龍
女
忽
然
之
間
変
成
男
子
、
具
菩
薩
行
、
即
往
南
方

無
垢
世
界
、
坐
宝
蓮
華
、
成
等
正
覚
、
三
十
二
相
、
八
十

種
好
、
普
為
十
方
一
切
衆
生
演
説
妙
法
」（T

9.35c

）。

（
28
）�

本
論
中
の
（
二
）
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
孝
は
、『
孝
経
』

に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

 �

子
曰
、「
孝
子
之
事
親
也
、
居
則
致
其
敬
、
養
則
致
其
楽
、

病
則
致
其
憂
、
喪
則
致
其
哀
、
祭
則
致
其
厳
。
五
者
備
矣
、

然
後
能
事
其
親
。
…
…
」（『
孝
経
』「
紀
孝
行
章
第
一
〇
」・

中
華
書
局
本
、
十
三
経
注
疏
『
孝
経
注
疏
』
巻
六
、一
〇
九
頁
）。

　
　

 �　

ま
た
、（
一
）
に
つ
い
て
は
、「
身
体
髪
膚
受
之
父
母
。

不
敢
毁
傷
孝
之
始
也
。
立
身
行
道
揚
名
於
後
世
、
以
顕
父

母
孝
之
終
也
」（『
孝
経
』「
開
宗
明
義
章
第
一
」・
中
華
書
局
本
、

十
三
経
注
疏
『
孝
経
注
疏
』
巻
一
、四
三
頁
）
と
見
え
る
。

（
29
）�

道
端
良
秀
［
一
九
八
六
、七
一
］
は
、
儒
教
の
批
判
の
焦

点
が
出
家
と
い
う
親
元
を
離
れ
る
物
理
的
な
現
象
に
根
ざ

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
具
体
的
に
は
、
東
晋
の
孫

綽
（
三
一
二
―
三
七
〇
）
に
よ
る
『
喩
道
論
』
に
以
下
の
よ

う
に
、出
家
が
甚
だ
し
い
不
孝
だ
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

　
　

 �

或
難
曰
、「
周
孔
之
教
、
以
孝
為
首
。
…
…
而
沙
門
之
道
、

委
離
所
生
、
棄
親
即
疎
。
刓
剔
鬚
髪
、
残
其
天
貌
。
生
廃

色
養
、
終
絶
血
食
。
骨
肉
之
親
等
之
行
路
。
背
理
傷
情
、

莫
此
之
甚
。
…
…
」（『
弘
明
集
』
巻
三
『
喩
道
論
』

T
52.17a

）。

　
　

 �　
『
喩
道
論
』
は
、
仏
教
批
判
に
対
す
る
護
法
の
書
だ
が
、

当
時
す
で
に
仏
教
に
対
す
る
孝
の
観
点
か
ら
の
批
判
が
あ

っ
た
こ
と
が
理
解
出
来
る
。

　
　

 �　

ま
た
、『
広
弘
明
集
』
に
収
録
さ
れ
る
、
慧
遠
と
北
周

の
武
宗
（
在
位
・
五
六
〇
―
五
七
八
）
の
以
下
の
問
答
で
も
、

武
帝
は
、
ど
の
よ
う
に
名
を
挙
げ
父
母
の
誉
れ
と
な
ろ
う

と
も
、
親
を
捨
て
る
こ
と
は
「
至
孝
」
で
は
な
い
と
断
じ

る
。

　
　

 �

遠
曰
、「
詔
云
、『
退
僧
還
家
崇
孝
養
者
。』
孔
経
亦
云
、『
立

身
行
道
以
顕
父
母
、即
是
孝
行
。』
何
必
還
家
。」
帝
曰
、「
父

母
恩
重
、
交
資
色
養
。
棄
親
向
疏
、
未
成
至
孝
。」（『
広
弘

明
集
』
巻
一
〇
「
周
祖
平
斉
召
僧
敘
廃
立
抗
拒
事
」T

52.153c

）。
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 �　

こ
の
後
、
慧
遠
が
武
帝
を
下
す
こ
と
に
な
る
が
、
先
の

『
喩
道
論
』
の
説
と
合
わ
せ
る
と
、
出
家
に
対
す
る
批
判

と
し
て
、「
父
母
か
ら
離
れ
養
わ
な
い
出
家
は
不
孝
で
あ

る
」
と
い
う
常
套
句
が
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
る
。

　
　

 �　

な
お
、
儒
仏
の
思
想
的
論
争
に
つ
い
て
の
は
、
常
磐
大

定
［
一
九
三
〇
］
を
参
照
の
こ
と
。

（
30
）�

朱
熹
の
説
を
踏
ま
え
て
い
る
の
か
、
朱
熹
の
言
う
「
黄
檗

一
僧
」
の
語
を
踏
ま
え
て
い
る
の
か
不
明
だ
が
、
隠
元
の

「
頌
黄
檗
運
和
尚
隔
江
渡
母
因
縁
」
に
「
寄
宿
」
と
い
う

語
が
見
え
る
。「
資
料
【
日
本
】
⑧
」
参
照
。

（
31
）�

注
（
29
）
に
引
い
た
慧
遠
と
武
宗
の
問
答
の
続
き
に
以
下

の
よ
う
に
見
え
る
。「
遠
曰
、『
仏
亦
聴
僧
冬
夏
随
縁
修
道
、

春
秋
帰
家
侍
養
。
故
目
連
乞
食
餉
母
、
如
来
担
棺
臨
葬
。

此
理
大
通
。
未
可
独
廃
。』」（『
広
弘
明
集
』
巻
一
〇
「
周
祖

平
斉
召
僧
敘
廃
立
抗
拒
事
」T

52.153c

）。

（
32
）�

律
文
献
に
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。『
四
分
律
』

巻
二
七
「
不
犯
者
、
若
父
母
病
、
若
被
繋
閉
、
為
敷
床
臥

具
、掃
地
取
水
、供
給
所
須
受
使
。
…
…
如
是
一
切
無
犯
。」

（T
22.753a

）。『
十
誦
律
』
巻
五
二
「
若
比
丘
、
病
父
母
来

問
訊
、
比
丘
経
行
倒
父
母
上
、
父
母
若
死
、
比
丘
無
罪
。

又
復
比
丘
、
病
父
母
扶
将
帰
家
、
比
丘
蹴
蹶
倒
父
母
上
、

父
母
若
死
、
比
丘
無
罪
。」（T

23.381c

）。

（
33
）�

永
井
政
之
［
二
〇
〇
二
、五
］
は
、「
一
子
出
家
、
九
族
生

天
」
の
語
は
、
宋
儒
の
よ
る
仏
教
排
撃
に
対
す
る
仏
教
が

孝
に
反
し
な
い
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
だ
と
述
べ

る
。
ま
た
、
道
端
良
秀
［
一
九
八
六
、二
三
五
］
は
、
こ

の
語
は
儒
教
的
視
点
か
ら
述
べ
ら
れ
た
語
だ
と
指
摘
す

る
。
な
お
、
永
井
政
之
［
二
〇
〇
二
、五
］
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
救
わ
れ
る
「
九
族
」
は
、
直
系
九
代
の
先
祖
と

子
孫
を
指
す
場
合
が
多
い
が
諸
説
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

語
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
そ
の
範
囲
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に

な
ら
な
い
。

（
34
）�『
禅
宗
決
疑
集
』「
憶
昔
出
塵
承
兄
警
誡
」
に
、
以
下
の
よ

う
に
見
え
る
。「
汝
不
聞
古
徳
云
、『
一
子
出
家
、
九
族
生

天
。』
此
語
必
実
、
此
語
既
実
」（T

48.1014c

）。

（
35
）�

雲
棲
袾
宏
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。「
俗
有
恒
言
曰
、『
一

子
出
家
、
九
族
生
天
。』
此
者
賛
歎
出
家
。
而
未
明
言
出

家
之
所
以
為
利
益
也
。
…
…
所
謂
、
出
家
之
利
益
者
、
以

其
破
煩
悩
断
無
明
、
得
無
生
忍
、
出
生
死
苦
。
是
則
天
上
・

人
間
之
最
勝
、而
父
母
宗
族
被
其
沢
也
」（『
竹
窓
三
筆
』「
出

家
利
益
」K

33.68a

）。

　
　

 �　

雲
棲
袾
宏
は
、「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
の
語
が
、

盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
も
、
な
ぜ
出
家
に
功
徳
が
あ
る
の
か

は
、
説
明
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

出
家
は
功
徳
が
あ
る
と
い
う
時
に
理
論
的
背
景
を
用
い
ず
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に
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て

出
家
の
利
益
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
が
、
結
局
は
「
生
死

の
苦
か
ら
逃
れ
る
の
が
、天
や
人
間
の
目
指
す
と
こ
ろ
だ
」

と
い
う
仏
教
の
前
提
に
持
ち
込
み
、「
父
母
一
族
が
そ
の

恩
恵
を
受
け
る
」
と
結
論
づ
け
、
論
理
的
根
拠
を
示
し
た

説
明
を
行
っ
て
い
な
い
。 

（
36
）�

吉
川
忠
夫
［
二
〇
〇
二
、一
一
］
は
、
仏
教
と
そ
の
批
判

者
が
孝
の
問
題
で
対
す
る
時
、
前
提
が
異
な
る
た
め
に
議

論
が
進
ま
な
い
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
…
…
仏

教
者
の
孝
論
は
、
議
論
と
し
て
は
そ
れ
な
り
に
興
味
部
深

い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
批
判
の
相
手
を
自
分

の
土
俵
に
引
き
ず
り
こ
ん
だ
う
え
で
の
議
論
で
あ
る
だ
け

に
ど
れ
ほ
ど
の
説
得
力
を
持
ち
得
た
か
は
疑
問
で
あ
り
、

所
詮
、
水
掛
け
論
に
終
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」。

（
37
）�

な
お
、
宿
縁
を
感
じ
た
後
の
表
現
で
、
敦
煌
本
で
は
、
す

ぐ
さ
ま
、
た
ち
ま
ち
、
と
い
う
意
の
「
便
即
」
が
、
そ
れ

以
外
で
は
、
条
件
を
満
た
し
て
よ
う
や
く
と
い
う
意
の

「
乃
」
が
用
い
ら
れ
、
語
感
か
ら
も
改
変
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）�

な
お
、
睦
州
は
時
間
が
経
過
し
『
碧
巌
録
』
等
、
宋
代
の

禅
籍
で
は
、
臨
済
を
黄
檗
の
下
に
参
問
さ
せ
た
首
座
で
あ

っ
た
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
碧
巌
録
』
第
一
一
則

（T
48.151c

）
に
「
臨
済
在
会
下
、睦
州
為
首
座
」
と
あ
り
、

『
聯
灯
会
要
』
巻
九
「
臨
済
章
」（Z136.574a

）
に
も
同
様

の
記
述
が
見
え
る
。

（
39
）�「
資
料
【
中
国
】
①
」
の
法
雲
の
行
状
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

ま
た
、
虎
丘
紹
隆
（
一
〇
七
七
―
一
一
三
六
）
は
、
師
の
圜

悟
克
勤
（
一
〇
六
三
―
一
一
三
五
）
の
法
を
得
た
後
に
、
以

下
の
よ
う
に
両
親
の
た
め
に
故
郷
に
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
る
。「
又
二
十
年
、
斧
捜
鑿
索
。
尽
得
円
悟
之
秘
。
師

以
二
親
垂
白
。
帰
寓
郷
郡
褒
禅
山
。
蓋
修
摩
耶
忉
利
故
事

也
」（『
虎
丘
紹
隆
禅
師
語
録
』
徐
林
撰
「
塔
銘
」Z120.802b

）。

し
か
し
こ
れ
は
、
養
う
た
め
で
は
な
く
、
導
く
た
め
に
帰

郷
し
た
と
読
み
取
れ
る
。
他
に
も
宋
代
以
降
、禅
籍
に「
省

母
」
と
い
う
語
が
散
見
さ
れ
る
。

（
40
）�

出
家
者
を
戒
め
る
語
と
し
て
、
後
代
の
も
の
だ
が
以
下
の

よ
う
に
近
い
表
現
が
見
え
る
。『
五
灯
全
書
』巻
一
二
〇「
瑞

州
黄
檗
無
念
深
有
禅
師
章
」、「
十
方
一
粒
米
、
重
如
須
弥

山
。
若
還
不
了
道
、
披
毛
戴
角
還
」（Z142.202a

）。

（
41
）�「
黄
檗
度
母
話
」
を
収
録
す
る
中
国
に
お
け
る
出
版
物
は
、

⑨
の
一
八
世
紀
初
頭
の
清
代
に
、
康
煕
帝
（
在
位
・

一
六
六
一
―
一
七
二
二
）
の
勅
に
よ
る
、『
韻
府
群
玉
』
を

承
け
た
『
佩
文
韻
府
』
が
あ
り
、前
述
の
一
九
世
紀
の
『
釈

氏
書
啓
』
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
全
く
存
在
し
な
か
っ
た

訳
で
は
な
い
。
な
お
、「
黄
檗
度
母
話
」
が
近
世
以
降
に

中
国
の
文
献
に
見
え
る
理
由
と
し
て
、
日
本
の
受
容
を
経

た
逆
輸
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
付
言
す
る
。こ
れ
は
、
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『
仏
光
大
辞
典
』
等
が
「
黄
檗
引
導
」
の
項
目
に
そ
の
典

拠
と
し
て
「
資
料
【
日
本
】
⑨
」
の
『
百
通
切
紙
』
を
挙

げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
定
さ
れ
る（『
仏
光
大
辞
典
』巻
六
、

五
三
七
五
頁
）。

（
42
）�

運
庵
の
偈
に
つ
い
て
は
、
他
の
偈
頌
が
祖
師
や
禅
僧
・
居

士
を
題
材
に
作
成
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
か

ら
、黄
檗
と
そ
の
母
の
話
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

（
43
）�「
黄
檗
度
母
話
」
が
広
く
用
い
ら
れ
た
要
因
の
一
つ
に
、

五
山
文
学
の
隆
盛
が
考
え
ら
れ
る
。
早
く
は
、
義
堂
周
信

（
一
三
二
五
―
一
三
八
八
）の『
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』（『
貞

和
集
』）
に
天
目
の
「
大
義
渡
」
偈
が
収
録
さ
れ
、
逆
翁

宗
順
（
一
四
三
三
―
一
四
八
八
）
は
『
点
鉄
集
』
に
『
貞
和
集
』

か
ら
の
引
用
と
し
て
、
天
目
の
偈
を
、『
江
湖
風
月
集
』

か
ら
の
引
用
と
し
て
、
毒
海
の
「
大
義
渡
」
偈
を
収
録
し

て
い
る
。
そ
し
て
、古
来
よ
り
広
く
禅
門
で
読
ま
れ
た『
江

湖
風
月
集
』
は
多
く
の
注
釈
書
が
編
ま
れ
て
い
る
（
芳
澤

勝
弘
［
二
〇
〇
三
、五
五
五
］）。

（
44
）�

本
稿
の
分
析
に
よ
り
、隠
元
が
渡
来
僧
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

彼
の
作
品
⑧
が
葬
祭
を
踏
ま
え
て
い
な
い
と
関
連
づ
け
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
45
）�

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
。W

illiam
 Sturgis Bigelow

（
一
八
五
〇
―
一
九
二
六
）
に
よ
り
、
一
九
一
一
年
八
月
三

日
寄
贈
。
な
お
、
そ
の
構
図
か
ら
「
黄
檗
度
母
話
」
を
題

材
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
徳
山
禅
師
図
・

O
ld W

om
an and the Z

en M
onk T

eshan 

（T
okuzan

）」
と
題
さ
れ
て
い
る
。<https://w

w
w
.

m
fa.org/collections/object/old-w

om
an-and-the-

zen-m
onk-teshan-tokuzan-25924> 

（
最
終
閲
覧
日
、

二
〇
一
九
年
二
月
二
五
日
）

（
46
）�

永
井
政
之
［
二
〇
〇
〇
、四
三
〇
―
四
三
二
］
は
、
禅
僧

が
在
家
信
者
の
葬
送
儀
礼
に
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
な
っ
た

の
は
、
北
宋
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、
南
宋
に
な
る
と
そ
れ

を
確
実
に
言
う
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
本

論
で
「
黄
檗
度
母
話
」
が
作
成
さ
れ
た
と
推
定
し
た
時
期

と
も
合
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
黄
檗
度
母
話
」
の

作
成
に
は
一
般
化
し
た
在
家
者
に
対
す
る
禅
教
団
の
葬
送

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
47
）�

永
井
政
之
［
二
〇
〇
二
、一
一
］
も
、「
か
く
し
て
黄
檗
に

し
て
も
洞
山
に
し
て
も
権
威
付
け
の
た
め
に
、
そ
の
名
を

利
用
さ
れ
た
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
述
べ
て
い

る
。

（
48
）�

こ
れ
に
は
、
中
国
と
は
異
な
る
日
本
の
儒
教
受
容
が
そ
の

背
景
に
あ
る
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。

（
49
）�『
翻
訳
名
義
集
』
は
梵
漢
辞
典
で
あ
り
、
そ
の
巻
頭
に
収

録
さ
れ
る
。

（
50
）�

文
脈
か
ら
、
希
叟
自
身
が
著
し
た
『
五
家
正
宗
賛
』
の
異
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説
で
は
な
く
、『
韻
府
群
玉
』
に
見
え
る
「
黄
檗
度
母
話
」

を
指
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
51
）�
禅
林
の
詩
偈
集
た
る
『
湖
江
風
月
集
』
は
、
中
国
に
現
存

せ
ず
日
本
の
資
料
と
な
る
。
し
か
し
、そ
の
編
纂
は
宋
末
・

元
初
の
松
坡
宗
憇
（
生
没
年
未
詳
、
無
準
師
範
（
一
一
七
八

―
一
二
四
九
）
法
嗣
）
を
は
じ
め
と
し
て
（
芳
澤
勝
弘

［
二
〇
〇
三
、五
五
六
―
五
五
七
］）、
時
間
を
か
け
て
一
三
世

紀
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
頃
に
中
国
で
成
立
し
た
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
偈
は
、
中
国
で
成
さ
れ
た
も
の
と
考

え
て
差
し
支
え
な
い
。
ま
た
、
偈
の
作
者
は
、
大
慧
宗
杲

（
一
〇
八
九
―
一
一
六
三
）
か
ら
三
代
下
っ
た
法
孫
の
、
偃

渓
広
聞
（
一
一
八
九
―
一
二
六
三
）
の
法
嗣
、毒
海
妙
慈
（
生

没
年
未
詳
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
湖
江
風
月
集
』
が
編

纂
さ
れ
た
、
一
三
世
紀
中
葉
か
ら
一
四
世
紀
頃
に
作
ら
れ

た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

【
略
号
・
参
考
文
献
】

Ｔ
‥
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』、
大
蔵
出
版
、
一
八
八
七
―
一
九
一
〇
年
刊
行
・
一
九
六
〇
―
七
九
年
再
刊
、
全
一
〇
〇
冊
。

Ｚ
‥
『
大
日
本
続
蔵
経
』、
蔵
経
書
院
、
一
九
〇
五
―
一
九
一
二
年
刊
行
、
全
一
五
一
套
七
五
一
冊
。
な
お
、
巻
数
、
頁
数
は
『
卍
続

蔵
経
』（
新
文
豊
出
版
影
印
本
）
の
も
の
。

Ｋ
‥
『
嘉
興
大
蔵
経
』　

新
文
豊
出
版
、
一
九
八
七
年
刊
行
、
全
四
〇
冊
。

上
村
観
光
［
一
九
七
三
］『
五
山
文
学
全
集
』
巻
四
、
思
文
閣
。

川
村
雨
香
［
一
九
六
二
］『
引
導
香
語
抄
』、
鴻
盟
社
。

邢
東
風
［
二
〇
一
七
］「
山
南
海
北
活
黄
檗
」、『
中
国
仏
学
』
第
四
〇
期
、
頁
一
―
三
二
。

河
野
太
通
［
一
九
九
五
］『
臨
済
宗
現
代
住
職
学
講
座
』、
国
書
刊
行
会
（
監
修
）。

国
文
学
研
究
資
料
館
［
二
〇
〇
四
］『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
第
六
巻
、
臨
川
書
店
（
編
）。
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駒
沢
大
学
禅
宗
史
研
究
会
［
一
九
七
八
］『
慧
能
研
究
』、
大
修
館
書
店
。

小
松
謙
［
一
九
八
二
］「「
賺
蒯
通
」
雑
劇
の
構
造
に
つ
い
て
」、『
中
国
文
学
報
』
三
四
、
頁
六
九
―
一
〇
一
。

佐
藤
秀
孝
［
二
〇
一
二
］「
運
庵
普
巌
と
『
運
庵
和
尚
語
録
』
―
―
虚
堂
智
愚
と
石
帆
惟
衍
を
育
成
し
た
南
宋
中
期
の
臨
済
禅
者
―
―
」、

『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
一
〇
、
頁
一
―
一
四
一
。

禅
文
化
研
究
所
［
一
九
九
七
］『
引
導
法
語
大
全
』
Ⅲ
、
自
作
編
、
禅
文
化
研
究
所
。

曹
洞
宗
岐
阜
県
青
年
会
［
二
〇
一
六
］『
曹
洞
宗
の
葬
儀
と
供
養
』、
水
曜
社
。

玉
村
竹
二
［
一
九
六
七
］『
五
山
文
学
新
集
』
巻
一
、
東
京
大
学
出
版
会
。

玉
村
竹
二
［
一
九
六
九
］『
五
山
文
学
新
集
』
巻
三
、
東
京
大
学
出
版
会
。

玉
村
竹
二
［
一
九
七
一
］『
五
山
文
学
新
集
』
巻
五
、
東
京
大
学
出
版
会
。

常
磐
大
定
［
一
九
三
〇
］『
支
那
に
於
け
る
仏
教
と
儒
教
道
教
』、
東
洋
文
庫
論
叢
一
三
、
東
洋
文
庫
。

平
久
保
章
［
一
九
七
九
］
新
纂
校
訂
『
隠
元
全
集
』
全
一
〇
巻
、
開
明
書
院
。

松
浦
秀
光
［
一
九
六
九
］『
禅
家
の
葬
法
と
追
善
供
養
の
研
究
』、
山
喜
房
仏
書
林
。

道
端
良
秀
［
一
九
八
五
］『
中
国
仏
教
と
儒
教
倫
理
孝
と
の
交
渉
』
道
端
良
秀
中
国
仏
教
史
全
集
、
第
九
巻
、
書
苑
。

永
井
政
之
［
二
〇
〇
〇
］『
中
国
禅
宗
教
団
と
民
衆
』、
内
山
書
店
。

永
井
政
之
［
二
〇
〇
二
］「「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
私
考
」、『
宗
学
研
究
紀
要
』
一
五
、
頁
一
―
九
。

野
口
善
敬
等
［
二
〇
一
三
］『
朱
子
語
類
』
訳
注
、
巻
一
二
六
（
上
）、
汲
古
書
院
。

吉
川
忠
夫
［
二
〇
〇
二
］「
孝
と
仏
教
」、
麥
谷
邦
夫
編
『
中
国
中
世
社
会
と
宗
教
』、
道
気
社
、
頁
一
―
一
八
。

芳
澤
勝
弘
［
二
〇
〇
三
］『
江
湖
風
月
集
訳
注
』、
禅
文
化
研
究
所
（
編
注
）。

芳
澤
勝
弘
［
二
〇
一
五
］『
雪
叟
詩
集
訓
注
』、
思
文
閣
出
版
。
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柳
田
聖
山
［
一
九
七
九
］『
禅
林
象
器
箋
（
上
）』、
禅
学
叢
書
之
九
、
中
文
出
版
社
（
主
編
）。

柳
田
聖
山
［
一
九
九
一
］『
五
家
正
宗
賛
助
桀
・
付
索
引
』、
上
下
冊
、
禅
文
化
研
究
所
。
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